
第Ⅳ章 西地区の調査

第79表 西地区 範囲 (内容)確認調査の遺構・遺物変遷表 (4)

翡翠製勾玉 2点 (A5018・ 5019)を 入れた鳴石容器 (A5016)が 出土している。再掘削溝で

あるSD-101か ら弥生時代後期後葉の上器とともに出土したガラス製大玉片 (A5001)も 、

弥生時代後期初頭の SD-105か ら同一片が出上したことにより、本来は弥生時代後期初頭の

遺物と考えられる。さらに、第80次 SD-101B・ 101に は、鋼鐸形土製品 (D5005)や絵画

土器 (P5009・ 5024・ 5075)な ど特殊遺物が集中する傾向にある。こうした、第80次 SD一

101B・ 101の特殊性と対応するように、第93次 SD-2101・ 2103は、第80次 SD-101B・

101と 同一の溝である第93次 SD― ■14の手前で屈曲し、北東に延びる。これが、第80次調査

区でSD-101B・ 1011こ 並行するSD-102へ と繋がっていた可能性は高い。つまり、第93次

時期 土器様式
査
数

調
次

番号 木製品 石 器 特殊遣物

後期 Ⅵ

79次
SK

103。 105。 120 105〔膝柄横斧柄未成品(W
3001)〕

105〔磨製石剣 (SP3071)〕
120〔磨石 (S3162)〕

120〔絵画土器(P5018)〕

SD

80次

SK

SD

101・ 103・ 104 101〔石α浜(SP3024・ 3026・

3040)、石錐 (SP3048)、 祗石
IS3145・ SP3093)〕

101〔鴇餌画■le(P5056)、 〕観入
土器(P5541(伊勢湾岸))、 銅
鐸形土製品 (D5005)、 無孔土
玉 (D5045)、 用途不明土製品
(D5058)、 大工。素材(A5001-
1・ 2)、 勾玉 (A5021)、 管玉 (A
5030)、 骨針 (BP5004)〕

84次
SK

SD

89次

SK

SD

1114〔石鏃 (SP3036)、 扁平片
刃石斧(S3089・309→ 、石舘
(SP3079)〕

1114〔土器文様 (P51t19(木 葉
文))、 矢羽状+斜線タタキ(P
5153)、 有軸横線文タタキ(P
5154)、搬入土器(P5467(近
江)・5484(伊賀・尾張)・ 5553
(伊勢湾岸)・5576(?))、 杓子
形土製品 (D5019)、 土製投弾
(D5024)、 土器片紡錘車 (D
5085)、引 (栓)(B5007)〕

93次 SK

2102・2103。2106・2109・

2111・ 2114
2111〔横槌(W3006)、本錘tW
3007)〕

2102にね観限tS3026,〕

2103〔石庖丁未成品 (S3074)〕

2111〔石剣(SP3018)〕

2411〔土器更標(P5417(梗型
流水文))、 搬入土器(P5525
(伊勢湾岸))、 銅鐸形土製品
(D5002)、 用途不明土製品 (D
5056)、 骨針 (B5009・BP
5005)、 用途不明品 (ヘラ状)

(B5016)〕

SD 1114〔石庖丁 (S3062)〕 1114〔 搬入土器 (P5466)〕

古墳初頭 庄内・布留

79次
SK

08・ 109 108〔】投入土器 (P5505(伊勢湾
岸))、 土器片紡錘車(D5093)〕
109〔搬入土器(P5559(伊勢湾
岸))〕

SD

80次
SK

SD

84次
SK

SD

89次

SK 122'1123
SD

SX
1102〔石割資(SP3030)〕 1102〔搬入土器(P5532(伊勢

湾岸?))、 鍋鏃(M5404)〕

93次

SK
2101・ 2呵 24 2124〔 石舗素おオ(SP3089), 2124〔搬入土器 (P5542(伊勢

湾岸))〕

SD Z102

SX

2101〔土器文様 (P5129(円 形
刺突文))、 搬入土器(P5478
(近江))〕
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第 8節  まとめ

SD-2101・ 2103は 、区画溝の手前で折れ、何かを画するかのようにめぐっていたとも考え

られる。この点については、付近での調査を待って、慎重に判断すべきであろう。

西地区の墓に関連する遺構 としては、第13次調査区で土器棺墓 SX-01と 人骨を検出して

いる。 SX-01は、弥生時代中期中葉の環濠であるSD-01Eの埋没後に墓壊を掘 り込んで、

大型奏を身として壷胴部片を蓋としている。人骨は、大和第Ⅳ様式の完形高郭 3個体が伴う

SK-07の 南肩で検出した成人の鎖骨と尺骨である。この人骨と井戸とされるSK-07の 関

係が今ひとつ不明である。人骨が土媛墓に伴うもので、それをSK-07が切っているとする

ならば、大和第Ⅳ様式以前のものとなる。しかし、井戸の上層に完形高イ 3個体を供献すると

いうのは類例が無 く、人骨との関係を考慮に入れておく必要もあろう。

(4)弥生時代後期前葉～古墳時代初頭 (492図 )

西地区では、大和第Ⅵ様式の遺構は点在する傾向にある。これは微高地にあって、遺物包含

層や上面の浅い遺構が削平され、深い遺構である井戸のみが残存している為であり、本来の遺

構分布状況を示すものとは考えがたい。ただし、第14次調査区では、完形品を多量に含んだ

井戸と考えられる土坑を 3基検出してお り、集中する地点がいくつかあろうことは想定でき

る。なお、第14次調査区において、大和第Ⅵ-3様式の井戸であるSK-106か らは、送風管

第93次

第492図  西地区 範囲 (内容)確認調査の弥生時代後期前葉～古墳時代初頭遺構分布図 (S=1/1,000)
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第Ⅳ章 西地区の調査

片 (M5160)が 出上 している。混入遺物 とも考えられるが、第14次調査区か らは他にも送風

管小片 (M5170)が 出土 してお り、弥生時代後期後葉の青銅器生産がおこなわれていた可能

性 も否定で きず、注意が必要である。 この他、第11次調査区では、土坑の上層か ら多量の弥

生時代後期後葉の上器 とともに鶏頭形土製品が出土 している。

唐古・鍵遺跡では弥生時代後期後葉に、多量の上器を含んで環濠が埋没する。それは、西地

区でも第13次 SD-04・ 06や 第19次 SD-102で 認められる。この点については、区画溝であ

る第80次 SD-101・ 第89次 SD-1114で も同様に多量の弥生時代後期後葉の土器を含み埋没

している。環濠・区画溝 ともに、意図的に埋没させ られた可能性がある。

しか し、古墳時代初頭には西地区でも、環濠の再掘削がおこなわれる。第13次 SD-05の

上層か らは、多量の布留 0式上器が出上 している。おそ らく、北は第90次 SD-101、 南は第

94次 SD-101へ と繋が り、西地区の居住域を画 していたものと考えられる。

その居住域か らは、西地区中央付近で第11次 SK-21、 第38及 SK-101、 第88次 SK―

2106の井戸 と考えられる土坑か ら、完形の布留式土器が出土 している。 これに対 し、西地区

北側 となる第84・ 89。 93次調査区では、井戸 と考えられる第84次 SK-110を 1基検出したに

とどまり、他には明確な掘形をもつ遺構は確認できなかった。ただし、庄内・布留式の土器は

輪郭が不明瞭な遺構、いわゆる落ち込みから出土 し、量的にも少ないわけではない。あるいは、

この落ち込みが住居跡である可能性 も推測されるが、灰穴炉 となるような戊灰土坑は確認でき

ず、根拠に乏しい。居住域と指摘するにとどめておく。また、同じく北側の第79次調査区で

は、約2.8mの 間隔をもって並列する径約0.8m、 深さ約0.4mと 同規模のSK-108・ 109か ら、

それぞれに伊勢湾沿岸の搬入土器が庄内式上器とともに出土している。 SK-108は広口壷の

上半部片 (P5505)、 SK-1091ま ヒサゴ壺の完形品 (P5559)で ある。遺構の性格としては、

井戸のような深さはなく、柱の抜き取 り坑とするにはほぼ正円であり、不明とせざるを得ない。

しかし、同時期、同規模、伊勢湾沿岸の搬入土器という共通性から、両者が何らかの関連をも

つことは疑いない。ヒサゴ壷の下半に施された穿孔から、祭祀関連の遺構とも想定されよう。

なお、古墳時代初頭の環濠内側では、墓に関連する遺構 も確認している。第74次調査区で

は庄内期の方形周溝墓を検出した。その周溝内からは、内面に赤色顔料が付着した壷や庄内式

奏が出土している。また、第19次調査区では、土器棺墓 SX-101を 検出し、ガラス製小玉 3

点及び破片 3片、碧玉製管玉 1点が出上した。これらのことは、西地区でも南地区における弥

生時代後期後葉の方形周溝墓群と同様に、環濠の内側が居住域で外側を墓域とする意識が薄れ

ていたことを示すものと考えられる。

この他、第93及調査区において中世素掘小滞から、砥石に転用された外縁付鉦 2式 と考えら

れる石製銅鐸鋳型片 (M5002)が 出上している。
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第 1節 既往の調査 と成果

第V章 中央区の調査

第 1節 既往の調査と成果

唐古・鍵遺跡の中央区については、第50'53次 という2件 の通学路整備に伴う調査によっ

て、幅こそ狭いが遺跡範囲の中心部を縦断する南北200mの トレンチを入れた結果となり、そ

の成果から設定された地区である。遺跡範囲の中央部については、国道24号線から東に田圃

一町分入った水田地帯であり、市街化調整区域のため開発はなく発掘調査がおこなわれていな

いことから、その内容についてはまったくの不明であった。ただ、高橋学氏がおこなった唐

古・鍵遺跡の微地形復原では、遺跡中央部に谷地形が読み取られており、北・西 。南の 3地 区

に比べ低いことが想定されていた。こうしたなか、平成 4年度から平成 5年度にかけて、田原

本町建設課による唐古池から北小学校までの南北約200mの通学路整備事業に伴い、田原本町

教育委員会が第50・ 53次調査をおこなった。

この 2件の調査は、通学路整備事業に伴う発掘調査という性格上、200mと いう調査区の長

さに対し幅は2m前後と狭いものである。調査時には湧水の激しい脆弱な地質により壁が崩壊

し、深掘 りは部分に止まっている。また、調査期間は水田地帯ということから、稲刈 りが終わ

った11月 初頭から年内中に限られていた。制約の大きい調査ではあったが、谷地形に伴うと

考えられる弥生時代前期の河跡を2条検出し、本成果をもとに田原本町教育委員会では遺跡中

央部における弥生時代前期のくぼ地を想定するようになった。また、弥生時代中期前葉以降は

谷が埋没し居住域となるが、遺構は希薄であり弥生時代中期後葉の洪水砂と考えられる砂層堆

積が確認できることから、依然として低地部であると考えられた。このため、遺跡中央部は、

北 。西地区が密な弥生時代前期遺構の分布から安定した微高地を想定して設定されているのに

対し、低地部であることから切 り離して中央区と位置付けられたのである。

平成11年度から平成12年 度にかけては、第50次調査のおこなわれた道路から一本東側の南

北農道での田原本町産業振興課による整備事業に伴い、第72・ 76次調査をおこなった。これ

は、南北100mの 道路両側について、西側水路と東側擁壁部分で 2年度に分けて調査をおこな

ったもので、隣接 して並行する2本の細長い調査区を設定した形になった。調査区の幅が狭 く、

深堀 りは不可能なため弥生時代中期前葉以前の遺構及びベースについては未調査であり、その

旧地形を把握するまでには至らなかった。しかし、調査区南側と中央やや北寄 りの2ヶ 所で、

溝の集中部分があり、これに挟まれた40mほ どの範囲には柱穴や土坑などが散在 している。

柱穴や土坑などが散在する部分を微高地、溝部分を低地部と見なすことも可能であろう。また、

調査区北端では前方後円墳 と考えられる周溝 と墳丘の一部を検出している。墳丘部について

―-851-―



第V章 中央区の調査

第80表 中央区の調査一覧表

は、下層の調査をおこなっておらず、弥生時代遺構の分布については不明である。 しか し、唐

古・鍵遺跡における他の古墳の立地状況から推測するならば、微高地 となる可能性が高い。こ

のように第72・ 76次調査区は、かなり起伏に富んだ地形 として復原されよう。

なお、第72・ 76及調査区の南端は、南地区とされる第47次調査区に接 してお り、中央区と

の境をいずこに求めるかが問題となる。先述 したように第72・ 76次調査区には、南端と中央

北寄りの2ヶ 所に溝の集中する低地部があり、どちらかにその境が求められるのであろう。南

端に求めれば、第61・ 65次調査区で検出された弥生時代中期前葉の大溝群の一部であること

から、これらが南地区を画していたことになる。中央北寄 りに求めれば弥生時代中期前葉の大

溝群は南地区内に含められることになる。本報告では大溝群よりその北側を含んだ第65次調

査区を南地区に含めて考えてお り、第72・ 76次調査区における中央北寄 りの低地部に南地区

と中央区の境を求めた方が位置的に矛盾はない。しかし、幅の狭い調査区だけでは、それを断

定するだけの材料はない。なお、第61・ 65次調査で検出された弥生時代中期前葉の大溝群が

弥生時代中期中葉の砂層で埋没した後は居住域となっており、地区というものが弥生時代金期

間を通して固定的なものではなく、縮小・拡大していた可能性もある。周辺でより広い面積の

調査による判断が必要となろう。

平成16年度に中央区でおこなった第98次は、範囲 (内容)確認調査である。中央区の設定

及びその地形復原が第50・ 53次 という幅狭い調査区の成果に基づいており、それを検証する

ために第53次調査区から東へ約40mに 調査区を設定した。調査の結果、第53次調査区南半の

ものとは異なる微高地を確認した。この微高地は幅狭 く、調査区内で両側が落ち込み始めてい

た。つまり、中央区全体が落ち込みであるというような状況にはなく、網目状に走る谷と、そ

れに挟まれた幅の狭い微高地が復原されよう。これは、先述の第72・ 76次調査区においても

同様の状況であったと考えられる。

このように、中央区は調査の数及び面積が限られており、その評価は流動的である。しかし、

今後の調査によっては、中央区のみならず遺跡全体の地形復原に影響を与えることが予測される。

次数 調査地 原 因 調査期間 調査面積 調査担当者 文 献

第50次 3建 251'ψ261夢ミ 通学路整備 1992.11.10～12.27 215活 藤田 三郎
「田原本町埋蔵文化財調
査年報』4 1994年

第53次 鍵242-2'ヤ
249-1騨|:要地

通学路整備 1993.11.9～ 12.28 235活 藤 田
『田原本町埋蔵文化財調
査年報』4 1994年

第72次 鍵181-1他 用排水路改修 1999 1.7^ψ 3.7 285請 藤 田
F田原本町埋蔵文化財調

査年報』8 1999年

第76次 鍵181-1他 農道整備 2000 1.13-3.21 236西 藤田 。清水 琢哉
F田原本町埋蔵文化財調

査年報』9 2000年

第98次 鍵238-1 範囲 (内容)確認 2004 7.6～ 10.23 253面 豆谷 和之
奥谷 知日瑚

本報告
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第493図 中央区の位置 (S=1/5,000)
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第V章 中央区の調査

第50次調査

調査区 第50次調査区は、唐古池の西側を南北に走

る道路のうち、池南西端から南約100mを 起点とし

北小学校の北側を走る東西道路までが対象であり、

遺跡範囲の中央部でも南寄 りにあたる。南延長上の

道路では第69次調査、北延長上の道路では第53次調

査がおこなわれている。田原本町建設課による通学

路整備事業に伴い、田原本町教育委員会が発掘調査

をおこなった。調査区は、西側水路の工事堀形に合

わせて南北に長く、長さ107m、 幅2mで設定した。 (S=1/4,000)

遺構検出面 本調査区では、弥生時代中期後葉～後期と弥生時代中期前葉の2面の遺構検出面

を確認した。弥生時代中期後葉～後期の遺構検出面は、調査区南端では第Ⅶ層 :暗灰黄色粘質

土 (ハ ー ド)の 上面で標高47.50mで あるが、徐々に低 くなり調査区北端の35m手前の標高

47.10mで 途切れ、弥生時代中期前葉の遺構検出面と同一面となる。弥生時代中期前葉の遺構検

出面は、調査区南端では第Ⅷ層 :灰色粘土の上面で標高47.30mで あるが、徐々に低 くなり調査

区北端の50m手前の標高47.10mで 途切れ、第Ⅸ―b層 :灰黒色粘微砂の上面となる。

検出遺構 本調査区では、弥生時代前期～後期の遺構を検出した。本調査区は、遺跡中央部

と南地区の境にあたり、各時期における遺構分布がその変遷を示している。

弥生時代前期  :1可跡 1条

弥生時代中期前葉 :土坑 1基、大溝 3条

弥生時代中期中葉 :土坑 5基、大溝 2条、小溝 3条、柱穴

弥生時代中期後葉 :土坑 2基、土器構墓 3基

弥生時代後期  :土 坑 l基、大溝 2条、小溝 3条

備考 調査区中央から北で弥生時代前期の河跡を検出した。河跡は、弥生時代前期以前の谷

地形に形成されたもので、その北肩は第53次調査区南端に及ぶ。

調査区南端で検出した弥生時代中期前葉の大溝 3条 は、東南東―西北西で並走する。この

うち中央のSD-101Bは、弥生時代中期中葉の洪水層と考えられる砂層で埋没するが、これ

を切って弥生時代後期初頭の並行する2条 の溝が掘 り込まれている。第61次調査区の SD―

101B。 102Bの 延長と考えられる。なお、 SD-101Bか らは特筆すべき遺物として、天竜川

流域に分布する阿島式の壷が出土した。弥生時代中期中葉の大溝は、調査区の北・中央の2ヶ

所で検出した。調査区中央の SD-1051ま 、ほぼ東一西に走行する。調査区北端のSD-106
は、南東一北西に走行する。本溝からは、銅曳を描いた絵画土器が出上している。

弥生時代中期中葉～後期にかけての土坑・小溝 。柱穴も検出している。え灰の詰まった土坑

や小溝、柱穴は溝間の微高地上に分布し、居住域に関連する遺構と考えられる。また、土坑に

は土器を利用した集水施設が 2基あり、弥生時代前期河跡の堆積土上に掘 り込まれている。
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第V章 中央区の調査

この他、弥生時代中期後葉の上器棺墓 3基は、調査区北端の SD-106の 堆積土上に掘 り込

まれ、一列に並ぶ。 SX-1011よ 口頸部を久いた短頸壷に胴部を割った広口壷を蓋にしていた。

SX-102。 103は 同一掘形内において、短頸壷の本体のみが残存 していた。

第53次調査

調査区 第53次調査区は、前年度の第50次調査に続 く唐古池の西側を南北に走る道路部分であ

り、唐古池の南端か ら第50次調査区の北端 までの範囲を対象 とし、遺跡範囲のほぼ中央にあた

る。田原本町建設課による通学路整備事業に伴い、田原本町教育委員会が発掘調査をおこなっ

た。調査区は、西側水路の工事堀形に合わせて南北に長 く、長さ94m、 幅2.5mで設定 した。

遺構検出面 本調査区では、弥生時代中期後葉～後期 と弥生時代中期前葉の 2面 の遺構検出

面を確認 した。谷地形の安定 しない堆積土上面が遺構検出面 となる。弥生時代中期後葉～後期

の遺構検出面は、調査区南端は標高47.10mであるが北端では標高47.36mと なる。同様に弥生

時代中期前葉の遺構検出面 も、調査区南端は標高46.75mで あるが北端では標高46.86mと 高い。

検出遺構 本調査区の堆積層が脆弱なため、弥生時代前期の遺構は一部の調査にとどまった。

検出された遺構は、弥生時代前期～後期のものがある。 しか し、井戸や柱穴などの居住遺構の

分布は、調査区南半の狭い微高地上に限られる。

弥生時代前期   :1可跡 2条

弥生時代中期前葉 :土坑 2基

弥生時代中期中葉 :土坑 8基、柱穴

弥生時代後期   :落 ち込み 1条

備考 弥生時代前期の谷地形に形成された河跡を2条検出した。うち、 1条 は第50次調査区で検

出した河跡の北肩にあたる。調査区南半では両谷地形に挟まれた、わずかな微高地が認められる。

両河跡からは弥生時代前期中葉の土器が出土するが、南の河跡には動物遺存体 (獣骨)、 木製品、

石器などの生活に密着する遺物が含まれており、居住域がちかいと考えられる。これら河跡は、

弥生時代中期前葉に多量の土器を包含する灰黒色粘土 。粘砂層によって埋没する。

弥生時代中期前葉の上坑 2基のうち、調査区南端の 1基は長方形プランの土坑で、中層から

高杯・広鍬・鉢の各未成品、原材などが出土し木器貯蔵穴と考えられる。混入遺物として、浮

線文土器が出上した。弥生時代中期中葉の上坑及び柱穴は、調査区南半の微高地を中心として

検出している。炭灰層をもつ土坑については、これを中心として柱穴が直径2.50mの 円形に囲

むことから竪穴住居跡の可能性がある。このちかくからは、管玉の半裁品が 1点出土した。

本調査区では、弥生時代後期の顕著な遺構はない。しかし、調査区南端の微高地の縁辺がや

やくぼ地 (落 ち込み)と して残っており、土器の包含層がみられる。微高地の北側は土器層と

なっており、多量の土器に混じって翡翠製勾玉と銅鏃が 1点出土している。

なお、調査区北端ではくぼ地を切るように砂層堆積がある。この堆積層は、第37次調査区

の第 2ト レンチの南端で検出された弥生時代中期後葉の洪水層と考えられる。
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第V章  中央区の調査

第72次調査

調査区 第72次調査区は、遺跡範囲の中央部でも南

寄 りにあた り、東には第76次調査区が、南には第47

次調査区が隣接する。田原本町産業振興課による用

排水路整備事業に伴い、田原本町教育委員会が発掘

調査をおこなった。調査区は、西側用水路の工事堀

形に合わせて南北に長 く、長さ110m、 幅2.5mで設定

した。

遺構検出画 本調査区では、近世、古墳時代～中世、

弥生時代中期～後期の 3面の遺構検出面 を確認 し 第497図 第72・ 76次調査区の位置 (S=1/4,000)

た。近世の遺構検出面は、第Ⅳ層 :灰褐色粘質土 (砂礫含)の 上面で、標高48.10mで ある。

古墳時代～中世の遺構検出面は、第V層 :暗褐色土 (砂礫多)の上面で、標高48.05mで ある。

弥生時代中期～後期の遺構検出面は、第Ⅵ層 :黒褐色上の上面で、標高48,00mで ある。

検出遺構 本調査区は、遺跡全体か らみれば低地部分であ り、弥生時代中期中葉では幅10m

に及ぶ落ち込み状遺構を調査区の北半で検出している。 しか し、弥生時代中期後葉以降は、土

坑などが存在 し、居住遺構の拡が りがみ られる。

弥生時代中期中葉 :落ち込み状遺構 (大溝 ?)1条 、大溝 1条、溝 1条

弥生時代中期後葉 :土坑、柱穴

弥生時代後期   :大 溝 1条、小溝 1条

古墳時代後期   :前 方後円墳、円墳

備考 本調査 区では、弥生時代中期中葉の遺構検出面で調査 を終了 してお り、それ以前の遺

構に関 しては未検出である。調査区中央の北側で検出 した弥生時代中期中葉の落ち込み SD―

109は東 ―西に走行 し、幅11.50mに 及ぶ もので、深 さは0.60m以上である。弥生時代中期後葉

には埋没すると考えられるが、南端において弥生時代後期初頭の溝が再掘削されている可能性

がある。この落ち込みの南肩を切って、商東 ―北西 に走行する弥生時代中期中葉の SD-108

を検出 している。調査区南半においても南東 ―北西 に走行する弥生時代中期中葉の SD-107

を検出している。この溝は、弥生時代後期初頭の再掘削を受ける。

弥生時代後期 には、西南 ―東北東に走行する SD-106が あ り、幅2.50m、 深 さ0.80mを 測

る。第 3・ 47次調査区で検出した溝 と一連であ り、弥生時代後期の居住域を区画 した環濠の可

能性がある。本溝の中層か ら上層にかけては、多量の完形品を含む土器片が出土 した。なお、

本溝の下層に重複する大溝を確認 しているが調査 はしていない。

古墳時代 は、調査区中央で復原径25mの 円墳 と考 えられる周溝 と、その北で前方後円墳 の

くびれ部あた りの周溝 を確認 した。周溝から出上 した埴輪などは墳丘から崩落 した状態を良好

に示 していた。 これまでにも本遺跡では、埴輪などが出上 していたが今回の調査によって、後

期古墳群の存在が明 らかになった。
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第V章 中央区の調査

第76次調査

調査区 第76次調査区は、遺跡範囲の中央部で も南寄 りで、西に第72次調査区、南に第47次

調査区が隣接する。田原本町産業振興課による農道整備事業に伴い、田原本町教育委員会が発

掘調査 をおこなった。調査区は、道路東側擁壁の工事堀形に合わせて南北に長 く、長さ■Om、

幅 2mで設定 した。

遺構検出画 本調査区では、古墳時代～中世、弥生時代中期～後期の 2面の遺構検出面を確認

した。古墳時代～中世の遺構検出面は、第Ⅳ層 :黒褐色土 (砂礫多)の上面で、標高47.90m

である。弥生時代中期～後期の遺構検出面は、第Ⅵ層 :暗黄褐色上の上面で、標高47.70mで

ある。

検出遺構 本調査区では、南端で弥生時代中期 と後期の大溝 を、中央やや北寄 りで弥生時代

中期の大溝を検出した。これらは西隣接地の第72次調査区の溝 と一連 となる。

弥生時代前期   :土 坑 1基

弥生時代中期前葉 :土坑 5基、大溝 4条

弥生時代中期後葉 :溝 6条

弥生時代後期   :土 坑 1基、大溝 3条

古墳時代前期   :土 坑 2基

古墳時代後期   :前 方後円墳、円墳

備考 調査区南端において、弥生時代中期前葉の大溝である SD-1151を検出 している。規

模・走行方向等不明である。この大溝の堆積土を切って、南側には灰白色粗砂が堆積する。灰

白色粗砂 は、弥生時代 中期中葉前半の上器が出土する SD― 1120に 切 られている。 SD―

1151は 、第61・ 65次 で検出した大溝群の一つであろう。 SD― ■07は、弥生時代中期中葉に

掘削されるが、その後、弥生時代中期後葉、弥生時代後期初頭に再掘削を受けている。第72

次調査区のSD-107と 繋がる。

調査区中央の北寄 りでは、弥生時代中期前葉～中期中葉の溝が集中する。 SD-11091よ 東

北東一西南西に走行し、幅3.00m、 深さ0。90mを測る。弥生時代中期前葉に遡る。弥生時代中

期中葉前半にはSD― ■09を 切って、南東―北西に走行する小溝のSD-1108が掘削される。

また、同時期の小溝 として東北東―西南西に走行するSD-1116が掘削される。弥生時代中

期中葉後半には、 SD― ■16に 沿ってその南肩を切ったSD-1117が掘削される。規模は幅

2.40m、 深さ0,90mを 測る。このSD-1117か ら北へ 4mに並行して小溝の SD一 H15が掘削

される。また、 SD-1108の 南側に沿って同規模のSD-1118が 掘削される。

調査区南端で検出した弥生時代後期の大溝であるSD-1106は 南南西一北北東に走行 し、

幅2.70m、 深さ0.50mを 測る。上層からは多量の弥生時代後期後葉の上器が出土した。第72次

調査区の SD-106と繋がり、環濠の可能性がある。調査区全域で弥生時代中期～後期の土坑

や小溝が散在し、密集度は低いが居住域の様相を呈している。また、布留期の井戸 2基は南半

で、古墳の周溝は北端と中央で検出した。中央の円墳と推定される周溝は重複している。
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第 2節 第98次調査報告

1.調 査 の経 緯

平成16年度の第98次 までに唐古・鍵遺跡では、 8ケ 年に及ぶ範囲 (内 容)確認調査を実施 し

てきた。調査は10ヶ 年の計画でおこなわれてきたもので、最終年度は報告書作成にあてるた

め、今回が現地における最終調査 となる。

これまで、遺跡の中央部 となる唐古池の南側では、範囲 (内 容)確認のみならずほとんど調

査がおこなわれたことはな く、その実態は不明であった。遺跡中央部については、第50・ 53

次 といった幅約2.5mの南北に細長い調査区の線的な調査成果か ら、地形は低 く弥生時代前期

の谷地形 (微低地)があると想定されてきた。 しか し、この谷地形 (微低地)の状況や拡が り

を明らかにするためには、十分な調査 とは言えなかった。唐古・鍵遺跡における集落構造や変

遷を考える上では、最終の調査を中央部でおこなってお く必要があった。

このため、田原本町教育委員会では平成16年度の範囲 (内容)確認調査 として唐古池南側

の史跡地内で計画 し、平成 16年 3月 に開催 した調査検討委員会 において承認 された。今回の

調査は、遺跡中央部での面的な調査 をおこない、遺構の分布 を把握するとともに、旧地形復

原にも重点をお くものであった。

|'こ 原    本

第98次調査区の位置 (S=1/2,000)

_0                                  100m

第499図
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第V章 中央区の調査

調査の方法

調査は、唐古池の商に隣接する鍵238香 1の南北に細長い休耕田でおこなった。調査区は、

その水田の形状に合わせ長さ40m、 幅 6mの面積240∬ に設定した (第499図 )。 調査の過程に

おいて、調査区中央やや南寄りの西端で竪穴住居跡と考えられる円弧を描 く柱穴列2/3を検出

した。その全体を確認するために、調査区西側を3.5× 1.3mで拡張した (拡張面積4.5だ )。

範囲 (内 容)確認という調査の性格上、第Ⅶ層 :黄褐色粘質上の上面で検出した弥生時代中

期中葉から古墳時代初頭までの遺構の掘削にとどめた。柱穴についても、半裁した主要なもの

を除いては、上面確認だけにとどめている。ただし、旧地形把握のために調査区の南北両端で

は、調査区幅の6mは そのままで北端部から内側4m、 南端部から内側 3mの 四角い範囲につ

いて、ベースを確認するまで深掘 りをおこなった。

さらに、旧地形把握にはこの調査区のみでは不十分であると考えられたので、その北端から

7m、 その南端から18mの 位置にそれぞれ 2× 2mの グリッドを設置し補足調査をおこなった。

南北に長い当初の調査区を第 I調査区とし、補足調査の北グリッドを第Ⅱ調査区 (面積 4∬ )、

南グリッドを第Ⅲ調査区 (面積 4だ )と 呼ぶ。第Ⅱ調査区、第Ⅲ調査区については、旧地形把

握を目的とするため、ベースを確認するまで深掘 りをおこなっている。これらの調査区拡張に

より、最終的な調査面積は約253だ となった。

調査期間は、平成16(2004)年 7月 6日 から10月 23日 までで、実働日数は137日 間である。

出土遺物総数はコンテナ172箱である。

層序

本調査区の基本層序は、

第 I層 :灰青色粘質土

第 Ⅱ層 :茶灰色粘質土

第Ⅲ層 :暗茶灰色粘質土

第Ⅳ層 :暗褐色砂質土

第V層 :灰褐色粘質土

第Ⅵ層 :黒褐色砂質土

第Ⅶ層 :黄褐色粘質土

第Ⅷ層 :灰色粘質土

第Ⅸ層 :黄灰色粘土

第 X層 :緑色粘土

第�層 :青灰色シル ト

第� ―b層 :灰色砂

以下の通りである (第500図 )。

〔水田耕土、

〔水田床±1、

〔水田床±2、

〔中世遺物包含層1、

〔中世遺物包含層2、

〔弥生・古墳時代遺物包含層、

〔弥生時代中期中葉～古墳時代初頭遺構検出面、

〔弥生時代前期～中期前葉遺構検出面、

〔ベース、

〔ベース、

〔ベース

〔ベース

厚さ約0。lm

厚さ0,15m

厚さ約0.lm

厚さ0.15m

厚さ約0,lm

厚さ約0,lm

厚さ約0.lm

厚さ約0。lm

厚さ約0.2m

厚さ0.15m

:標高48.00m〕

:標高47.90m〕

:標高47.70m〕

:標高47.60m〕

:標高47.50m〕

:標高47.40m〕

:標高47.30m〕

:標高47.20m〕

:標高47.00m〕

:標高46.75m〕

:標高46.60m〕

:標高46.60m〕
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第V章 中央区の調査

本調査区では、現水田層 (第 I・ Ⅱ・Ⅲ層)の 下で厚い中世遺物包含層 (第 Ⅳ oV層 )を検

出した。第Ⅳ層 :暗褐色砂質土の上面を検出面 として近世素掘小溝を、第 V層 :灰褐色粘質土

と第Ⅵ層 :黒褐色砂質上の上面を検出面 として中世素堀小溝を検出した。第Ⅵ層 :黒褐色砂質

土は弥生・古墳時代の遺物包含層であるが、中世素堀小溝間での部分的な残存で しかない。

弥生時代中期中葉～古墳時代初頭の遺構検出面 となるのが、第Ⅶ層 :黄褐色粘質上の上面で

ある。なお、 SD-101か ら南側の第 I調査区中央部では、弥生時代中期前葉の遺構 も一部検

出している。これに対 し、 SD-101か ら北側は、第Ⅶ層 :責褐色粘質土を削って暗褐色砂質

上が堆積 してお り、暗褐色砂質上の上面では弥生時代中期後葉以降の遺構 を検出した。 SD―

101か ら北側における弥生時代中期中葉の遺構については、暗褐色砂質上の直下、弥生時代前

期～中期前葉の遺構堆積上の上面が検出面 となっていた。

弥生時代前期～中期前葉の遺構検出面 となるのが、第Ⅷ層 :灰色粘質上の上面である。なお、

弥生時代前期の遺構検出面は、後半期はこの第Ⅷ層上面であるが、前半期は第Ⅸ層 :黄灰色粘

上の上面である可能性 も考えられる。この点に関しては、第Ⅶ層 :黄褐色粘質土以下について

部分的な深掘 りしかおこなっておらず、断定はできない。

本調査区におけるベースは、大 きく二つに分かれる。第�層 :青灰色シル トと第� 一b層 :

灰色砂である。青灰色シル トは、第 X層 :緑色粘土へ と徐々に変化 し、さらに第 X層 の上面で

第Ⅸ層 :黄灰色粘上が形成される。これに対 し、第� 一b層 :灰色砂の上面には「暗灰色粘土

(炭灰混・青味)」 が堆積する。この「暗灰色粘土 (炭灰混 。青味)」 は、量的に多 くはないが

前期弥生土器を含んでいる。こうした堆積層は他の調査区でも確認 してお り、これまで経験的

にくぼ地に形成された弥生時代前期の遺物包含層 と判断してきた。 しか し、今回の調査区にお

ける第� ―b層 :灰色砂の上面は、標高的には第� :青灰色 シル トの上面 と同 じ標高46.60m

で変わらず、砂層の検出をもって一概にくば地 とはいえない状況 といえる。また、本調査区の

「暗灰色粘土 (炭灰混・青味 )」 が、遺物包含層であるのか遺構の埋土であるのかは、調査区

西側の排水溝部分のみの観察であるため、断定はできない。

第 I調査区北端か ら北へ 7mの位置で設定 した第 Ⅱ調査区では、 2× 2mの調査区ほぼ全体

に及ぶ中世遺構 SX-2051を 検出し、弥生時代の堆積上が残 る北辺部 も下層は弥生時代前期

の遺構であったため、基本層序 となる堆積 を確認することができなかった。調査区の北辺部に

は SX-2051が及ばず、標高47.50mで黒色砂質土を検出した。この黒色砂質土は、直下の標

高47.25mで検出される灰色砂が土壌化 したものと考えられる。黒色砂質土及び灰色砂は、弥

生時代 中期後葉 に形成 された洪水堆積層 と考 えられる。 また、調査区の北辺部では、標高

46.16mに おいて灰色微砂のベースを確認 した。

第 I調査区南端か ら南へ18mの位置で設定 した第Ⅲ調査区では、標高47.46mで 第Ⅶ層 :責

褐色粘質土を、標高47.30mで 第Ⅷ層 :灰色粘質土を検出した。ベースについては、弥生時代

前期の遺構が掘削 されているため第Ⅸ層 :責灰色粘土は確認 していないが、第 X層 :緑色粘

土、第�層 :青灰色シル トは確認 している。
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第81表 土坑一覧表

土坑番号 平面形態 断面形態 坑底土層
規模 (m) 坑底

票高 (m)

時期
(大和様式

主要遺物 備考・重複関係
√言申山 短 軸 深 さ

SK-101 長楕円形 皿 状 責灰色粘質土 (190) 027 4712 Ⅲ-3 搬入土器 (播磨 )

SK-102 長楕円形 皿 状 灰黄色粘質土 M-1

SK-103 楕円形 円筒状 灰色砂 175 (1 096 4646 V-1 搬入土器 井戸

SK-104 小整円形 逆台形 ※200 4700 Ⅲ-2 甕下半部が直立

灰穴炉
SK-105 長楕円形 皿 剪犬 灰黄色粘質土 4718 Ⅲ-1

SK-106 不整形 逆台形 明黄灰色粘質土 庄 内 搬入土器 (伊勢)

SK-107 円形 半円形 092 022 Ⅲ-4

SK-108 不整形 半円形 058 020 4709 V-1 SB 101灰 穴炉

SK-109 Pit-106に変更

欠番

SK-110 SD-104に 変更

欠番
SK-111 不整円形 皿 状 074 066 4728 Ⅲ-1

SK-112 不整円形 逆台形二段 028 4716 柱 穴

SK-113 不整円形 逆台罷 責灰色粘質土 ※098 092 028 V-1

西端を近世井戸に

切られる

灰穴炉

SK-114 不整円形 逆台形 4717
SK■115 不整形 皿 状 暗黄掲色粘質上 4719 Ⅲ-2以前 灰穴炉

SK-116 精円形 皿 状 072 4726 Ⅲ-2 灰穴炉

SK-117 不整円形 逆台形 (077) (170) 凸「-2 灰穴炉

SK-118 情円形 皿 状 4725
SK-208の上部

落ち込み

SK 溝状 V字】犬 (100) (060) Ⅲ-1
,蕎か

SK 楕円形 074 042 023 柱 穴

SK― 不整円形 llll状 4724 V

SK 逆台形? (124) (084) (040) Ⅲ-2 灰穴炉?
SK 不整円形 逆台形 4699 エー3-b 柱状片刃石斧 灰穴炉?
SK一 惰円形? 円筒状 (080) (074) (080) 4647 V 井 戸

SK 不整円形? 円筒状 ※080 ※062 4670 Ⅲ-1 毅入土器 (伊勢) 井戸?
SK 円形 逆台形 024 4703 柱 穴

SK 柱 穴

SK― 隅丸方形 方形 灰色砂 (100) 078 4654 I′ -1 不明建築期 井 戸

SK-129 不整円形? 皿状
黄灰色粘質土

(焼土混 )

(100) Ⅲ

SK-130 長楕円形 半円形 (073) (044) 4718 柱 穴

SK-131 不整″ 皿 状 ※200 ※160 4722 Ⅲ
南側を炭灰土坑に

切られる
SK― 不整形 皿状 (230) (140) 026 4710 Ⅲ-2 灰穴炉

SK 不整円形 逆台形 ※110
SK 不整円形 皿状 暗黄掲色粘質土 ※060 Ⅲ 灰穴炉?
SK― 不整円形 逆台形 (030) 4702 Ⅲ-2 灰穴炉

SK 不整形 皿状 灰色粘質土 ※1 00 4725 灰穴炉?
SK 不整形 皿状 (056) 石剣

SK-138 不整円形 皿状 (102)
SK-205の 上面

落ち込み

SK-139 惰円形 逆台形 052 V-1 灰穴炉

SK-201 隅丸方形? 逆台形二段 (220) (120) (110) (4610) Ⅱ-2 木製品多数 木器貯蔵穴
SK-202 欠番

SK-203 南1則 をSK-201:こ

切られる

SK-204 長楕円形 皿状 072 4695
SK-205 小整方形? 皿状 (140) (140) 025 皿 -1

SK-206 SK-139tこ 変更

欠番
SK-207 隅丸長方形 逆台形 皿-4 桂穴の複合か

SK-208 不整形 皿 状 灰色粘土 (130) 012 4682 I-3-b 石剣

SK-209 円形 逆台形 4695 Ⅲ-2 柱穴の複合か

SK-210 隅丸方形? 逆台形? (300) (200) (080) I-3-b 搬入土器 (河内) 木器貯蔵穴

SK-3101 不整楕円形 逆台形 Ⅲ 第Ⅲ調査区
SK-3102 不整円形 逆 台 形 030 Ⅲ 第Ⅲ調査区

※は復原値、()は残存値
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第82表 溝一覧表

溝番号

規模 (m) 溝底標高
(m)

(最小一大)

走行方向
(高―低)

出±土器の時期 (大和様式)

主要遺物 備考・重複関係幅
(最小一大)

深度
(最小一大)

I Ⅲ V V Ⅵ

1 1 1 1

SD-lol
220-230 030-044 年694-47.08 東―西 絵画・搬入土器

B 330-370 066-074 年662-4672 東―西 搬入土器多数
C 420-460 年615-4623 東―西 引 | | ||| |

卜骨
SD-102 260-300 046 東―西 搬入土器 (伊勢)

SD-103 028-038 020 4742 東―西

SD-lo4 063-100 争697-4704 東―西

SD-201 東北東―西南西
SD-101の底面で

確認
SD-202 0.90-140 008-010 争706-4707 日

第V章  中央区の調査

第83表 竪穴住居跡一覧表

※は復原値、()は残存値

4.遺 構

今回の調査では、近世 1面、中世 2面、弥生時代 2面 の遺構検出面を確認した。このうち、

近世 1面及び中世 2面の遺構検出面では、素掘小溝を検出している。弥生時代の遺構は、区画

溝や井戸、竪穴住居跡に伴うと考えられる柱穴、炭灰土坑などを検出した。

(1)弥生時代前期～中期初頭の遺構 (第501図 )

本調査区における弥生時代前期～中期前葉の遺構は、それ以降の弥生時代遺構とは基本的に

検出面を違える。遺構検出面は、第Ⅷ層 :灰色粘質上の上面である。今回、範囲 (内 容)確認

調査という性格上から、第Ⅶ層 :黄褐色粘質上の上面での遺構検出に止めたため、調査した弥

生時代前期～中期前葉の遺構は、第 I調査区北端 と南端の深掘 り部分のみである。

土坑

SK-201(第 502図、写真図版294)

本坑は、第 I調査区南端におけるベース確認のための深掘 りで検出した。東肩と北肩を確認

したが、南側 と西側は調査区外へと拡がる。北肩が、先行するSK-203を切る。平面及び規

模は不明であるが、東肩 と北肩からの推測によれば一辺2.20m以上の隅丸方形を呈すると考 え

られる。断面は、東肩の形状から逆台形と考えられる。深さは1.10m以 上を測るが底面につい

建物番号 平面形態
規模 (m)

主柱穴 灰穴炉
検出

標高 (m)
時期

(大和様式)

主要遺物 備考・重複関係
長軸 短 軸

SB-101 円形? (3.00) SK-108 4730 V

第84表 性格不明遺構一覧表

遺構番号 平面形態 断面形態 坑底土層
規模 (m) 現 属

票高(m)
時期

大和様式)

主要遺物 備考・重複関係
長 軸 短草由 深 さ

SX-101 皿 状 (900) (600) 020 4718 庄 内

SX-201 皿状 青灰色シルト (200) (200) I-1-b 搬入土器 (伊勢)

用途不明木製品
東肩をSK-2101こ
切られる

SX-202 SX-201に変更
欠番

SX-203 SK-102Tで 遺物
のみ確認

―-866-
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第V章 中央区の調査

ては、側壁ベースとなる第� 一b層 :灰色砂からの激 しい湧水により未確認である。

堆積土は大 きく3層 に分かれ、上層は暗灰色系の粘土 と粘質土、中層は植物を含んだ黒色系

粘土、下層はベースであるシル トを含んだ灰色系粘上である。上層 と中層の境には、籾層が形

成される。出土遺物は上層の籾層直上か ら、組み合わせ高杯 (W4005)、 杓子未成品、網代針

状の用途不明品 (W4010)な どの木製品が出土 した。本坑の機能については、底面 まで掘 り

きっていないので不明であるが、土層堆積状況や遺物の出土状況から、木器貯蔵穴 として掘削

の後に、廃棄坑 として転用されたことが推測できる。時期は、大和第 Ⅱ-2様式である。

溝

S DⅢ…201

本溝は、 SD-101の 側面及び底面において確認 したものである。このため、規模などは不

明であ り、土坑の可能性 もある。溝 とするならばその走行方向は、 SD-101の 東 ―西 とはや

やずれた東北東 ―西南西である。 SD-201の 堆積土である植物層は、 SD-101の 底面で露

出し、大和第 I-2-a様 式の土器が出土 した。

その他

SX-201(第 502図、写真図版295)

本遺構は、第 I調査区北端におけるベース確認のための深掘 りで検出した、浅い落ち込みで

ある。東肩をSK-210に 切 られる。調査区外に拡がるため平面規模等は不明である。深さは

0.50mである。堆積土は 2層 からなり、上層は暗褐色粘上の植物層、下層は暗灰色粘土である。

遺物は、上層か ら条痕文系奏 (P5511)、 底面直上か ら「一木又鋤」 と呼ばれる用途不明木製

品 (W4009)が 出上 した。時期は、大和第 Ⅱ―ユーb様式である。

(2)弥生時代 中期前葉の遺構 (第501図 )

先述 したように弥生時代中期前葉の遺構は第Ⅷ層 :灰色粘質土が検出面であ り、それ以降の

ものとは検出面を達えている。そのなかにあって、 SK-114は 弥生時代中期前葉の遺構であ

るが、第Ⅶ層 :黄褐色粘質上の上面 と同じ標高で検出している。 SK一 H4周 辺が微高地の中

央付近 と考えられ、上面の削平により下層遺構が露出したのであろう。

土坑

SK-114(第 503図、写真図版300)

本坑は、第 I調査区中央の東側で、弥生時代中期後葉の SK-113と SK-1341こ 挟 まれて

検出した。平面は不整円形 を呈 し、径0.80mで ある。断面は逆台形で、深 さは0.18mを測る。

堆積土は 3層 か らな り、第 1層 :灰層、第 2層 :黒灰色砂質土、第 3層 :炭灰層である。機能

は、竪穴住居跡の灰穴炉 と考えられる。時期は、大和第 Ⅱ-3様式である。

SK-123(第 503図 )

本坑は第 I調査区南半で、古墳時代初頭の SX-101の底面において検出した。平面は不整

円形を呈 し、長軸 1.40m、 短軸 l。26mである。断面は逆台形で、深 さは0.31mを 測る。
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SK-114
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2黒灰色砂質土
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叩可
―
乱
潮SK-123

1黒褐色粘質土
2灰色砂
3暗灰色粘土 (炭混)m

第503図 弥生時代中期前葉の遺構 (1)(S=1/40)

堆積土は 3層 か らな り、第 1層 :黒褐色粘質土、第 2層 :灰色砂、第 3層 :暗灰色粘土 (炭

混)である。遺物は、底面か ら快 り入 りの柱状片刃石斧 (S4054)が 出土 した。機能は不明

であるが、灰穴炉の可能性 もある。時期は、大和第 Ⅱ-3-b様 式である。

SK-208(第 504図、写真図版295)

本坑は、第 I調査区北端におけるベース確認のための深掘 りにより、 SK-210の堆積土上

面で検出 した。北端部は調査区外へ と拡が る。平面は不整形 を呈 し、長軸1.30m以上、短軸

1.20mで ある。断面は皿状で、深 さは北壁断面で0.12mを 測る。

堆積土は、大 きく上 。中 。下の 3層 に分かれる。上層は粘土や微砂、炭を含んだ粘質上の互

層堆積であ り、中層は災層、下層は灰黄色粘質土である。上層の堆積は、滞水状態 を示す と考

えられる。本坑 は、下層の SK-210と の間に土器型式差がな く、 SK=210の埋没時に形成

された落ち込みの最終堆積層 という可能性 もある。時期は、大和第Ⅱ-3-b様 式である。

SK-210(第 504図 、写真図版295)

本坑は、第 I調査区北端におけるベース確認のための深掘 りで検出した。西肩及び北東隅を

確認 したが、他 は調査区外へ と拡がる。西肩 は、大和第 Ⅱ一ユーb様式の SX-201を 切 る。

堆積上の上面には、大和第 Ⅱ-3-b様 式の上器を含む SK-208がある。平面及び規模は不

明であるが、一辺3.00m以上の隅丸方形を呈するものと考えられる。断面は逆台形 と考えられ

るが、底面は未掘である。深 さは0.80m以上を測る。

堆積土は、底面 まで掘 り下げていない現状で、大 きく上・下 2層 に分かれる。下層の灰褐色

粘土は、 よく締 まっている。遺物は上層及び下層の上面か ら、容器類の残片を含む木製品が出

上 した。 また、胴部外面を磨 く甕 (P5430)が 3個体出土 しているが、角閃石 を含 んだ胎土

により河内か らの搬入品と考えられる。本坑の機能については、底面まで掘 りきっていないの

で不明であるが、土層堆積状況や遺物の出土状況か ら、木器貯蔵穴 として掘削の後 に、廃棄坑

として転用 されたものと推測できる。時期は、大和第 Ⅱ-3-b様 式である。
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し=475m L‐475m

A'  B

Y=-18,129

+X=-159089
SK-205
1黄褐色砂質土
2炭層

一第505図  弥生時代中期中葉の遺構 (1)(S=1/40)

(3)弥 生時代 中期 中葉の遺構 (第501図、写真 図版292・ 293)

本調査区における弥生時代中期中葉 と後葉の遺構は、基本的に第Ⅶ層 :黄褐色粘質上の上面

で、弥生時代後期・古墳時代初頭の遺構 と同一面で検出される。ただし、 SD-101を境 とし

てその北側では、弥生時代中期中葉 と後葉の遺構検出面が異なる。これは、第Ⅶ層 :黄褐色粘

質土を削って暗褐色砂質土が堆積 していることによる。第 I調査区北端部の深掘 りでは、この

暗褐色砂質上の下、弥生時代中期前葉の遺構堆積土上面が弥生時代中期中葉の遺構検 出面であ

つた。 SD-101北側か ら唐古池の間には谷地形が想定され、低いためと考えられる。

土坑

SK-205(第 505図 )

本坑は、第 I調査区北西隅で検出した。東肩及び南肩 と北肩の一部を確認 したのみで、他 は

調査区外へ拡がる。平面は、北東隅と南東隅を確認 したことから、方形 と考えられる。東側辺

は1.40mで ある。断面は皿状で、深 さ0.25mを 測 る。堆積土は 2層 か らな り、上層の責褐色砂

質土 と下層の炭層である。機能は、不明である。時期は、大和第Ⅲ-1様式である。

SK-101(第 506図 、写真図版296)

本坑は、第 I調査区北端で検出した。北側調査区外へ と拡がる。平面は、全体 を検 出してい

ないが、現状で長軸1.90m以上、短軸 1.00mの長楕円形を呈する。断面は皿状で、深 さは0,27

mを測る。本坑は浅 く、堆積土は上層の黒色砂質土 と下層の黒褐色粘質上の 2層 であるが、ベ

ースの暗褐色砂質土が砂質で伏流水 を多 く含むため、堆積上に黄褐色の鉄分が沈着 し硬化して

いる。遺物は上層の黒色砂質土か ら、炭片 とともに被熱 し剥離 した土器片がまとまって出土 し
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第506図 弥生時代中期中葉の遺構 (2)(S=1/40)

た。播磨地域から搬入されたと考えられる口縁部内面に凸帯をもつ広口長頸壺 (P5417)も

含まれている。出上した土器片や戊片の状況から、焼失住居の片づけに伴う廃棄坑の可能性も

想定される。時期は、大和第Ⅲ-3様式である。

SK‐…104

本坑は、第 I調査区中央の東端で検出した。その東半部は調査区外であ り、雨による東壁崩

壊で消失 した。平面は不整円形を呈 し、径2.00mである。断面は逆台形で、深 さは0.44mを 測

る。

堆積土は3層か らな り、下層の暗灰色粘質土は災灰が混 じる。遺物は、調査区東壁側で直立

した状況の奏下半を検出した (東壁崩壊 により、原位置を示す写真 。図面はない)。 本坑の機

能は、竪穴住居跡内の奏を据えた灰穴炉 という可能性が考えられる。ただし、住居跡に伴 う灰

穴炉 とした場合、南には同時期 と考えられるSD-102が 隣接 してお り、その前後関係が問題

となる。時期は、大和第Ⅲ-2様式である。

SK-105(第 506図、写真図版299)

本坑は、第 I調査区中央、 SD-103と SD-104の 間で検出 した。平面は長楕円形を呈 し、

長軸2.80m、 短軸ユ.16mで ある。断面は皿状で、深 さは0.18mを 測る。堆積土は上層の黒色砂

質土 と下層の黒灰色粘質上の 2層 である。時期は、大和第Ⅲ-1様式である。

十 Y‐ -18,129

X=-159,112
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L‐4■5m

SK-131
SK-134

L=475m
__      A'

SK-131'134
1炭層
2黒色砂質土 (炭混)

SK-115。 135

1黒色砂質土

2皮層
3黄褐色粘質土

4砂
5炭層
6灰色粘質土

第507図 弥生時代中期中葉の遺構 (3)(S=ユ/40)

SK-115(第 507図 、写真図版300)

本坑は、第 I調査区中央の東側で検出 した。北側 をSK-135に 、西半を中世遺構のSX―
51に切 られる。 SK-135と 同一遺構 になる可能性 もある。平面は不整形を呈 し、一辺が0.40

m以上と考えられる。断面は皿状で、深さは0,17mを 測る。遺物は、土器小片がわずかに出土

したのにとどまる。機能は、竪穴住居跡の灰穴炉と考えられる。時期は、大和第Ⅲ-2様式の

SK-135に 切られることから、それ以前である。

SK-131・ 134(第 507図、写真図版297)

本坑は、第 I調査区中央の東側で、 SK― ■5。 135の北側に接 して検出した。土層の違い

と底面の2ヶ 所のくぼみによりSK-131・ 134に 区別 したが、本来は一連の遺構であった可

能性が高い。 SK-131の 平面は不整形を呈 し、長軸2.00m以 上、短軸が1.60m以上である。

SK-134の 平面は不整円形を呈 し、径0.60m以 上である。ともに断面は皿状で、深さは0.10

m前後を測る。堆積土は、 sK-131が黒色砂質土 (炭混)で SK-134がλ層と、いずれ も

単層である。遺物は、土器片がわずかに出上 した。これらは土坑 というより、 SK-115。
135を灰穴炉とする竪穴住居跡の床面の可能性がある。時期は、弥生時代中期中葉である。

この他、周辺には黒色砂質土の浅い落ち込み SK-136。 137がある。その掘形は明確でな

く、 SK-131・ 134と ともに住居跡床面の濁 りであった可能性が高い。

SK-135
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Y=-18.131

+X=-159,127

L=475m

SK-116
1灰色砂質土
2炭灰層

SK-122
1黒褐色粘質土

2灰色砂
3黒色粘質土

4灰色粘土

5炭灰層

5

第508図 弥生時代中期中葉の遺構 (4)(S=1/40)

SK-135(第 507図 、写真図版300)

本坑は、第 I調査区中央の東側で検出した。 SK-115の 北側 を切って、西半を中世遺構の

SX-51に切 られる。平面は不整円形を呈 し、長軸 1.08m、 短軸が0.30m以 上 と考えられる。

断面は逆台形で、深 さは0.28mを 測る。堆積土は 3層 か らな り、上層の黒色砂質土と下層の灰

色粘質土の間に炭層を挟む。遺物は、土器片がわずかに出上 したのにとどまる。機能は、盟穴

住居跡の灰穴炉 と考えられる。時期は、大和第Ⅲ-2様式である。

SK-116(第 508図 、写真図版297)

本坑は、第 I調査区南半で検出した。南半の上面を、古墳時代の落ち込み SX-101に 切 ら

れる。平面は楕円形 を呈 し、長軸 1.08m、 短軸 0。72mで ある。断面は皿状で、深 さは0.13mを

測る。堆積土は 2層で、上層は灰色砂質上、下層は炭灰層である。遺物は、奏片が出土 した。

機能は、竪穴住居跡の炭灰炉 と考えられる。時期は、大和第Ⅲ-2様式である。

SK-119

本坑は、第 I調査区南東隅で検出した。調査区の東排水溝 と重複 し、さらには東壁の崩壊に

より、その東肩については不明である。南端 と北端は調査区外へ と廷び、西肩のみの確認であ

るが、幅1.00m前 後の狭い溝状の上坑であったと考えられる。断面はV字状で、深 さは0.60m

以上を測る。機能は、不明である。時期は、大和第Ⅲ-1様式である。

SK-122(第 508図 )

本坑は、第 I調査区南西隅で検出した。平面は、全体の1/41ま どの検出であ り不明、現状規

模は長軸1.24m以上、短軸0.84m以上である。断面は、東側のみの検出であるが逆台形 と考え

られ、深 さは0.40m以上を測る。堆積土は 5層 からなり、下層が炭灰層である。機能は、竪穴

住居跡の灰穴炉 と考えられる。時期は、大和第Ⅲ-2様式である。
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SK-129
1黒掲色粘質土
2炭灰層

SK-132
1黒色砂質土
2炭灰層
3暗灰色砂質土 (灰色粘土混)

m

第509図 弥生時代中期中葉の遺構 (5)(S=1/40)

SK-125

本坑は、第 I調査区南端で、北半のみを検出 した。南壁崩壊 により、下層は未調査である。

大和第Ⅲ-1様式の SK-119の 西肩 を切る。平面は、全体の1/2ほ どの検出であるが不整円

形 と考えられ、現状規模は径0.80m以 上である。断面は円筒状で、深 さは0.62mま で確認して

いる。遺物 は、斧柄未成品の切 り落 とされた先端部が出土 した。機能は、井戸 と考えられる。

時期 は、大和第Ⅲ-1様式を中心 とした弥生時代中期中葉か。

SK-129(第 509図 )

本坑は、第 I調査区南端の中央で検出した。平面は、南半分が調査区外 にあ り1/2ほ どの検

出であるが不整円形 と考えられる。現状規模は径 1.00mである。断面は皿状で、深 さは0.17m

を測 る。堆積土は2層 か らな り、上層は黒褐色粘質上、下層は炭灰層である。機能は、竪穴住

居跡の灰穴炉 と考えられる。時期は、わずかな土器片か ら、弥生時代中期中葉 と考えられる。

SK-132(第 509図、写真図版297)

本坑は、第 I調査区中央の西側で検出した。西半部分は調査区外にある。平面は不整形を呈

し、長軸2.30m以 上、短軸1.40m以 上である。断面は皿状で、深 さは0.26mを 測 る。堆積土 は

3層 か らな り、第 1層 :黒色砂質土、第 2層 :炭灰層、第 3層 :暗灰色砂質土 (灰 色粘土混 )

である。第 2層 :炭灰層及びその上面か ら、大和型奏片や折哀奏片が出土 した。機能は、竪床

住岳跡の灰穴炉 と考えられる。時期は、大和第Ⅲ-2様式である。

X=-159,104

=-18.130-ト
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二黒褐色粘質土

2灰色粘質土

3暗灰色粘土

(黄灰色粘質土プロック)

十 X=-159,146

Y‐ -18,131

L=4Z5m
し=47 5na

SK-3101
1黒褐色粘質土
2灰色粘質土
3暗灰色粘土

SK-3102

第510図 弥生時代中期中葉の遺構 (6)(S=1/40)

SK-3101(第 510図 、写真図版306)

本坑は、第Ⅲ調査区で検出した。平面は不整楕円形を呈 し、長軸 1。 10m、 短軸が0.60mで あ

る。断面は逆台形で、深さは0.40mを 測る。堆積土は 3層か らなる。遺物は、土器片がわずか

に出土 した。時期は、弥生時代中期中葉である。

SK-3102(第 510図、写真図版306)

本坑は、第Ⅲ調査区で検出した。平面は不整円形を呈 し、径0.80mである。断面は逆台形で、

深 さは0.30mを 測 る。堆積土は 3層 か らなる。遺物は、土器片がわずかに出土 した。時期 は、

弥生時代中期中葉である。

溝

SD-101C(第 511図、写真図版298)

本溝は、第 I調査区北半で検出した。 2度の再掘削 (SD-101B o S D-101)が 認め られ

る。また、弥生時代前期の SD-201を 切っている。本溝 は東 ―西に走行 し、幅4.60mで ある。

断面形は二段の逆台形であるが、その両肩のテラス部分には小溝が走ってお り、再掘削によっ

て現状断面形 となった可能性 もある。深さは、1.10mを 測る。

堆積土は、上部の大半を再掘削溝 SD-101Bに 浚えられるが、北肩では上部まで残存 して

いた。東西壁断面では、北側が南側の推積に切 り込まれている状況が観察できる。このことか

ら、大 きく2度の再掘削 (SD-101B o S D-101)を 考えているが、それ以外にも溝浚えの

あったことが想定できる。こうした切 り合いから、堆積土は大きく上・中・下の3層 に分ける

ことができる。上層は上位が明褐色粘質土、下位が暗灰色粘質上であり、中層との境には灰色

砂を挟んでいる。中層は、黒色系粘土であり、植物を含んでいる。この中層に切られ、北側の

みに堆積するのが下層の灰色系粘上である。時期は、大和第Ⅲ-1様式である。
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Y=-18,130

L‐ 475m

|

X=-1磯100

SD-101B

SD-101B
l黄褐色粘質土
2暗褐色粘質土
3暗黄褐色粘質土

4暗灰色粘質土

5黒灰色粘土

6暗灰黒色粘土

7暗灰色粘土

第512図 弥生時代中期中葉の遺構 (8)(S=1/50)

SD-101B(第 512図、写真図版298)

本溝は、第 I調査区北半で検出 した SD-101Cの 再掘削溝である。本溝は、 SD-101C
と同じ東 ―西に走行 し、先行溝の南肩 を削って掘 り込まれる。また、その南肩及び上層堆積土

は、再々掘削溝の SD-1011こ切 られている。その幅は、 SD-101も 含めると3.30～ 3.70mで

ある。断面は中央部が くぼんだ二段の逆台形で、深 さは0.66～ 0,74mを 測る。
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5灰色粘土 (炭混)
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第513図 弥生時代中期中葉の遺構 (9)(S=1/50)

堆積土は、上部の大半を再掘削溝 SD-1011こ 浚えられるが北肩には残存 し、上 。下2層 に

大 きく分かれる。上層は、上位の鉄分沈着による黄褐色系粘質土 (ハ ー ド)と 、下位の暗灰色

粘質土にさらに分かれる。下層は暗灰色系粘上である。時期 は、大和第Ⅲ-4様式である。

SD-102(第 513図、写真図版299)

本溝は、第 I調査 区中央で検出した。埋没後には、堆積上の上面か ら弥生時代中期後葉の炭

灰土坑や柱穴 (SB-lol)が 掘 り込まれている。本溝 は東 ―西に走行 し、幅3.00mである 。

断面 は逆台形で、深 さ約0.5mを 測る。

―-880-―



Y=-18,127

_ ―卜X=-159110

第 2節 第98次調査報告

SD-103
1黒色砂質土

一 、

ノ

匠
B学

  『

SD-103
1黒色砂質土
2黒褐色粘質土

Y=-18.130

+X=159,111
A'

SD-104
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麹鉄競

0                    2m

第514図  弥生時代中期中葉の遺構 (10)(S=1/50)

堆積土は、南側 と北側で大 きく2層 に分かれる。北側堆積土は、再掘削の可能性 もある。北

側堆積上の下層では炭灰層が形成され、竪穴住居等の排水溝であった可能性が高い。底面から

は、細頸壷や広口長頸壷などがまとまって出土 した。時期は、大和第Ⅲ-2様式である。

SD-103(第 514図、写真図版299)

本溝 は、第 I調査区中央、 SD-102・ 104の 北側で並行 して検出した。本溝 は、東 ―西に

走行するが、東側で収束 し、幅0.30mで ある。断面は半円形で、深 さは最 も深い位置で0.20m

を測る。堆積土は、上層の黒色砂質土 と下層の黒褐色粘質上の 2層 である。遺物は、上層か ら

半完形の無頸重、水差形土器が出土 した。時期は、大和第Ⅲ-2様式である。

SD-104(第 514図、写真図版299)

本溝 は、第 I調査区中央、 SD-102と 北接 し並行する。堆積上の上面か らは、弥生時代中

期後葉の竪穴住居跡であるSB-101の 柱穴が切 り込む。本溝は、東 ―西に走行するが東側で

収束 し、幅1.00mで ある。断面は逆台形で、深 さは約0.5mを 測 る。堆積土は 3層 に分かれ、

最下層の灰色粘土は炭灰が混ざる。遺物は、上層から広口壷の胴部片が出土 した。時期は、大

和第Ⅲ-2様式である。
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SK-103

瑾勢刑煉
SK-113
1黒色砂質土
2黒色粘質土
3庚灰層

第515図 弥生時代中期後葉の遺構 (1)(S=1/40)

(4)弥生時代 中期後葉の遺構 (第501図、写真 図版292・ 293)

弥生時代中期後葉の遺構は、基本的には第Ⅶ層 :黄褐色粘質土の上面が検出面 となる。これ

に対 し、 SD-101か ら北側では、第Ⅶ層 :黄褐色粘質上を削った暗褐色砂質土の上面が遺構

検出面 となる。 この暗褐色砂質上の上面では、弥生時代中期後葉の竪穴住居跡 に関連すると考

えられる炭灰上坑や柱穴が検出でき、生活面 として安定 している。唐古池と第 I調査区の間に

想定 される谷地形が、この段階で次第に埋没 していった ものと考えられる。

上坑

SK-103(第 515図、写真図版300)

本坑 は、第 I調査区中央やや南寄 り、その西端で検 出 した。西肩は、西側調査区外 となる。

平面 は楕円形 を呈 し、長軸 1.75m、 短軸1.10m以上である。断面は円筒状で、深 さは0.96mを

測る。底面 は標 高46.46mに あって灰色砂に達 し、湧水がある。堆積土は6層 か らなるが、大

きくは上層の黒色系粘質土 と下層の黒色系粘土の 2層 に分かれる。機能は、井戸 と考えられる。

時期 は、大和第Ⅳ -1様式である。

SK-107

本坑 は、第 I調査区中央の西寄 りで検出した。位置的にはSB-101の 内部 にあた り、灰 穴

炉 SK-108に 近接する。 SD-102の堆積土上面か ら掘 り込 まれる。平面は円形 を呈 し、径

0.92mで ある。断面は半円形で、深 さは0.22mを 測る。堆積土は、黒色砂質上 の単層である。
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第516図 弥生時代中期後葉の遺構 (2)(平・断面図 :S=1/40、 出土状況図 :S=1/20)

遺物は、底面直上か ら柱根 と考えられる木材片が、横位の状態で出土 した。時期は、弥生時代

中期後葉か。柱穴が抜 き取 りによって、土坑状 となった可能性 も考えられる。

SK-113(第 515図、写真図版300)

本坑は、第 I調査区中央の東側で検出 した。西肩 を中世遺構の SX-51に 切 られる。平面

は不整円形 を呈 し、径約1.Omで ある。断面は逆台形で、深 さは0.28mを 測 る。堆積土は 3層

か らな り、第 1層 :黒色砂質上、第 2層 :黒色粘質土、第 3層 :炭灰層である。機能は、竪穴

住居跡の灰穴炉 と考えられる。時期は、大和第Ⅳ-1様式である。

SK-117(第 516図、写真図版301)

本坑は、第 I調査区北半の東端で検出した。東半部分は調査区外へ と拡がる。平面は不整円

形 を呈 し、長軸 0。77m以 上、短軸 1.70m以 上である。断面は逆台形で、深 さは0.54mを 測る。

堆積土は 3層 か らな り、第 1層 :黒褐色砂質土、第 2層 :黒灰色粘質土、第 3層 :黒色粘砂で

ある。また、底面には薄い炭層を挟んでいた。本坑の西肩寄 りで立った養が押 し潰された状況

で出土 してお り、据え付けられていたと考えられる。その上面か らは土器片がまとまって出土

した。機能は、竪穴住居跡の灰穴炉 と考えられる。時期は、大和第Ⅳ-2様式である。

Y=-18,126

+X-159,092
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第517図 弥生時代中期後葉の遺構 (3)(S=1/40)

SK-121(第 517図 、写真図版300)

本坑は、第 I調査区南半の東側で検出した。平面は不整円形を呈 し、径0.86mで ある。断面

は皿状で、深 さは0.16mを 測る。堆積土は、黒灰色粘質上の単層である。遺物 は、わずかに土

器小片が出土 した。機能は、不明である。時期は、大和第Ⅳ様式である。

SK-124(第 517図 、写真図版302)

本坑は、第 I調査区北半の西端で検出した。西半部分は調査区外に拡がる。平面は長軸0.80

m以上、短軸 0。74m以上の楕円形 と考えられる。断面は円筒状であるが、底面 を確認 してい な

い。深 さは0.80m以 上 を測る。堆積土は現状で 3層 に分かれ、下層は炭を含んだ黒色砂質土 で

ある。機能は、井戸 と考えられる。時期は、大和第Ⅳ様式である。

SK-128(第 517図 、写真図版302)

本坑は、第 I調査区南半で検出した。平面は隅丸方形 を呈 し、長軸 1.50m、 短軸 1,00mであ
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る。断面は方形で、深 さは0,78mを 測る。堆積土は、大 きく上 。下 2層 に分かれる。上層には、

灰色粘上 と黄灰色粘質上のブロック土層があ り、人為的に埋め られた可能性がある。機能は、

底面の灰色砂が湧水することから丼戸 と考えられる。時期は、大和第Ⅳ-1様式である。

SK-139(第 517図、写真図版302)

本坑は、第 I調査区の北端で検出した。当初、その濁 りを下層まで追いきれず、第 1層 で完

掘 とした。この後、遺構検出面を掘 り下げ、新たに検出した別遺構の SK-206と して調査 を

おこなっている。両者の位置関係、出土土器の接合関係か ら、 SK-139と SK-2061ま 同一

遺構 と認識 した。南肩が、Pit-135を 切る。平面は楕円形を呈 し、長軸1.34m、 短軸1.10mで

ある。断面は逆台形で、検出面からの深 さは0.52mを 測る。堆積土は4層 からな り、最下層は

炭層である。機能は、竪穴住居跡の灰穴炉 と考えられる。時期は、大和第Ⅳ-1様式である。

建物

SB-101(第 518・ 519図、写真図版303)

本構は、調査区中央やや南寄 りで検出した、炭灰土坑 (SK-108)と それを囲んだ柱穴列

(Pit-105。 107・ 108・ 109。 114)であ り、竪穴住居跡 と考えられる。 SK-108を 中心 とす

る柱穴列の直径は約3,Omで ある。 これ らは、大和第Ⅲ-2様式に機能 し第Ⅲ-4様式には埋

没する SD-102・ 104の 堆積土上面を掘 り込んでお り、大和第Ⅳ様式 と考えられる。

SK-108は不整形を呈 し、長軸0.86m、 短軸0.58mで ある。断面は半円形で、深さは0.20m

を測る。堆積土は、炭灰を含んだ黒色砂質上の単層である。本竪穴住居跡の灰穴炉になると考

えられる。

柱穴列の うち、Pit-105。 106・ 107・ 109の 4基 には柱根が残存 していた。Pit-105は 、

SD-104の 堆積土を切 り込み、その西肩は西排水溝によって切 られる。平面は円形を呈 し、

径約0.3mで ある。柱穴の底面標高は46。99mで、深 さは0.25mを 測る。柱根 (W P 4003)イま基

部が柱穴底面か ら浮いた状態にあ り、上部は南側へ傾斜する。柱根の高 さは25cm、 直径は10

cmで ある。

Pit-106は 、 SD-102の 堆積上を切 り込み、その西肩は西排水溝によって切 られる。平面

は不整形を呈 し、長軸0.80m、 短軸 0。40m以上である。柱穴の底面標高は46,89mで 、深 さは

0.38mを 測る。柱根 (W P 4005)は基部が柱穴底面か ら浮いた状態にあ り、上部は西側へ傾斜

する。柱根の高さは25cm、 直径は1lcmである。

Pit-107は 、 SD-104の 堆積土を切 り込む。平面は楕円形を呈 し、長軸0.26m、 短軸 0。 15

mである。柱穴の底面標高は46.78mで 、深 さは0.34mで ある。柱根 (W P 4004)イよ斜めに切

り落 とされた基部が柱穴底面に食い込み、上部は西側へ傾斜する。柱根の高さは32cm、 直径

は 8 cmである。

Pit-109は 、 SD-102の堆積土 を切 り込む。平面は不整円形 を呈 し、長軸0.31m、 短軸

0。26mである。柱穴の底面標高は46.86mで、深さは0.31mを 測る。柱根 (W P 4006)イ ま基部が

柱穴底面に食い込み、上部は西側へ傾斜する。柱根の高さは34cm、 直径は 8 cmで ある。
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W P 4005
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VV P 4006
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第519図  弥生時代中期後葉の遺構 (5)(S=1/20)

第85表  SB-101柱穴一覧表

Pit-108・ 114に は柱根が残存しない。Pit-108は、 SD-104の堆積上を切 り込む。平面は

楕円形を呈し、長軸0.44m、 短軸0.26mである。柱穴の底面標高は46.96mで、深さは0.40mを

測る。Pit-114は 、 SD-102の 堆積土を切 り込む。平面は不整円形を呈し、長軸0.50m、 短

軸0.40mで ある。柱穴の底面標高は46.99mで、深さは0.36mを 測る。

(5)弥生時代後期の遺構 (第501図、写真図版292・ 293)

本調査区における弥生時代後期の遺構は少ない。上坑 1基 と溝 1条のみである。また、時期

W P4003

柱穴番号 平面形態 断面形態 上面上層
規模 (m) 坑底

際高(m)
時期

大和様式
主要遺物 備考。重複関係

長軸 短軸 深 さ

Pit-101 惰円形 円筒状 黒色砂質土 042 025 036 4694 V

Pit-102 楕円形 逆台形 炭灰層 028 4705
Pit-103 楕円形 逆台形 黒色砂質土 4708
Pit-105 円形? 円筒状 黒灰色粘砂 (023) 032 025 4699 柱 根

Pit-106 不整形 円筒状 黒色粘砂 080 (040) 038 柱根

Pl-107 楕円形 円筒状 黒灰色粘賢土(炭混) 4678 中期 柱 根

Pl-108 楕円形 円筒状 黒灰色粘砂 044 026 040 4696 中期

Pit-109 不整円形 円筒状 黒灰色粘秒 026 柱根

P‖ -114 不整円形 円筒状 黒色砂質土 036 4699 Ⅲ-4

Pit-117 円形 逆台形 黒色砂質土 034 022 4708
Pit-118 円形 逆台形 黒色砂質土 030 026 4703
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4黒色粘土 (え混)

0          1m

第521図 古墳時代初頭の遺構 (S=1/40)

も弥生時代後期初頭～後期前葉に限られる。この状況は遺物についても同じであ り、第Ⅵ層 :

黒褐色砂質土は遺物包含層であるが弥生時代後期後葉の上器片はほとんど確認することができ

なかった。弥生時代後期後葉の居住は希薄なものであったと考えられる。

土坑

SK-102(第 520図 )

本坑は、第 I調査区の北端で検出した。平面は長楕円形を呈 し、長軸2.60m、 短軸1.50mで

ある。断面は皿状で、深 さは0.19mを 測る。本坑は浅 く、堆積土は上層の黒色砂質土 と下層の

黒褐色砂質上の 2層 からなるが、黄褐色の鉄分が沈着 し硬化 している。遺物は上層の黒色砂質

土か ら、完形の短頚壺 1点 とともに比較的大 きな土器片がまとまって出土 した。時期は、大和

第Ⅵ一l様式である。

溝

SD-101(第 520図、写真図版304)

本溝は、第 I調査区北半で検出した SD-101Cの 再々掘削溝である。本溝は、先行溝であ

る SD-101Bと 同 じ東 ―西に走行するが、その南肩 を削って掘 り込 まれる。その幅は2.20

～2.30mで ある。断面は逆台形で、深 さは0.30～ 0。44mを 測る。堆積土は上・中 。下の 3層 か

らなるが、両肩は鉄分の沈着によって暗褐色粘質土が硬化 している。中層の灰色砂は、洪水層

の可能性がある。上層の黒褐色粘質土 (第520図 の上層断面は上層を欠 く)に は、半完形を含

む土器片が散在 していた。時期は、大和第V-1様 式である。

(6)古墳時代初頭の遺構 (第501図、写真図版292・ 298)

第Ⅵ層 :黒褐色砂質土は、弥生・古墳時代の遺物包含層であ り、庄内式・布留式土器を散見

する。また、第 I調査区南半においては、庄内期の土坑 1基 と落ち込みを検出している。

土坑

SK-106(第 521図、写真図版305)

本坑 は、第 I調査区中央やや南寄 りで検出した。平面は不整形 を呈 し、長軸 1.00m、 短軸

0.80mで ある。断面は逆台形で、深 さは0.42mを 測る。堆積土は 4層 か らなり、第 1層 :黒褐
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第522図  第Ⅶ層上面の柱穴 (1)(S=1/100)

色粘質上、第 2層 :黒色粘質土 (砂 混 )、 第 3層 :黒灰色粘質土、第 4層 :黒色粘土 (炭混 )

である。出土遺物は、庄内式の壺・奏とともに、東海地方の S字口縁奏が出上 した。

SX-101(第 523図、写真図版305)

第 I調査区南半で検出した落ち込みである。調査区南端か ら北側約8.Omで浅 く落ち込み始

め、調査区南西隅が最 も深い。落ち込み全体は調査区南半の周囲に拡がるものと考えられ、平

面規模は不明である。深 さは、最 も深い南隅において0.20mを 測る。堆積土は、上層の黒色砂

質土 と下層の茶灰色粘土 (粘性強い)の 2層か らなる。上層の黒色砂質上には、細かい土器片

が多量に含 まれていた。下層の茶灰色粘土からは、庄内式土器が出上 している。時期は、古墳

時代初頭である。

(7)第Ⅶ層上面の柱穴

第Ⅶ層 :黄褐色粘質土の上面において、柱穴を多数検出している。多 くの柱穴については、

保存のため平面検出に止めている。ベース確認のために遺構面 を掘 り下げる調査区南北両端

と、住居跡に関連すると考えられる必要最低限のものについて掘 り下げ、遺物が出土 したもの

のみ番号を付けた。第Ⅶ層上面の柱穴については、その上面を弥生・古墳時代遺物包含層であ

る第Ⅵ層 :黒褐色砂質上が覆うことか ら、弥生時代中期中葉～古墳時代初頭 と考えられる。
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第523図  第Ⅶ層上面の柱穴 (2)(S=1/100)
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第86表 第Ⅶ層上面柱穴一覧表

柱穴番号 平面形態 断面形態 上面上層
規模 (m) 坑底

票高 (m)

時期
大和様式

主要遺物 備考・重複関係
長軸 短 軸 深 さ

橋円形? 円筒状 黒色砂 質 土 (031) 024 4705 V

円形 逆台形 黒灰色粘質土 022 017 4700
Pit― 1 惰円形 皿状 黒色砂質土 (034) 040 008 4713 中期

Pit― 円形? 皿 状 黒色砂質土 (020) 007 中期

円形 皿 状 黒色砂質土 044 004 4715 中期

楕円形 皿状 黒掲色粘質上 (046) 4724
円形? 逆台形 黒色砂質土 (024) 028

Pit-119
円筒状

(上部開く)

黒色砂質土 柱根

柱 根 柱根のみ確認

Pit― 図面なし

楕円形 皿状 黒色砂質土 (026) 中期

楕円形 皿 状 黒色粘質土 030
円形 皿 状 黒褐色粘質土 032 4721

楕円形 皿 状 灰色粘質土 006
Pit― 円形 皿 状 黒色粘質土

Pit-127 楕円形 逆台形 黒色粘質土 022 4707
P‖ -128 惰円形 皿 状 黒色粘質土 009
Pit-129 楕円形 逆台形 黒褐色砂質土 中期

惰円形 皿 状 黒褐色砂質上 4719 中期

Ph-131 楕円形 逆台形 黒褐色砂質土 053 036 4722 中期

Pit-132 楕円形 皿 状 黒褐色砂質土 V

Pit-133 楕円形 皿 状 黒褐色砂質土 035 052
Pit-134 楕円形 逆台形 黒色粘砂 027 柱根

Pit-135 楕円形 円筒状 黒色粘砂 (060) 028 4679
Pit-136 円形 逆台形 黒色粘砂

Pit-137 円形 皿 状 黒色粘砂 4681
Pit-138 楕円形 逆台形 黒色粘砂 030 026
Pit-139 円形 皿 状 黒色粘砂 020 4689
Pit-140 黒色粘砂 桂根 柱根のみ確認

第V章 中央区の調査

Pit-101～ 140(第 522・ 523図、写真図版303、 第86表 )

SB-101の柱穴以外にも、Pit-119。 120。 134・ 140が柱根をのこしていた。このうち、

Pit-134・ 140は 、第 I調査区北端にあって炭灰土坑 SK-139を 中心に分布するようにも見

える。Pit-140に ついてはPit-136。 137が切 り合い、上面が土坑状を呈していたため SK―

209の土坑番号を使用している。これと同様に、 SK-139の南側で検出したSK-207につい

ても、土坑番号を使用しているものの、複数の柱穴による切 り合いと考えられる。 SK-139

を中心とした、弥生時代中期後葉の竪穴住居跡が想定される。

(8)中世

今回の調査区では、厚さ約0.3mに及ぶ中世遺物包含層 (第 Ⅳ層 :暗褐色砂質土、第V層 :

灰褐色粘質土)を検出している。これらは、中世の耕作に伴うものと考えられ、第V層 :灰褐

色粘質土の上面と直下 (第 Ⅵ層 :黒褐色砂質土)において南―北方向の素掘小溝を検出した。

また、この中世遺物包含層を除去後に、第 I調査区の中央において SX-51、 第Ⅱ調査区

のほぼ全面においてSX-2051を検出した。いずれも、大型の土坑で灰褐色粘土と黒褐色粘

質土のブロック上で埋没する。農業関連の井戸であろうか。
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5。 まとめ

今回の調査によって、これまで不明であった唐古・鍵遺跡中央部の一端を明らかにすること

ができた。

地形

唐古 。鍵遺跡の微高地の特徴である第�層 :青灰色シル トとその上部に堆積する第Ⅸ層 :黄

灰色粘土を確認したことによって、遺跡中央部全てがくぼ地である可能性はなくなった。一方、

本調査区内には第�層 :青灰色シル トが欠如し、第�―b層 :灰色砂となる部分がある。灰色

砂の上部には、「暗灰色粘土 (炭灰混・青味)」 が堆積する。

このような土層堆積は、唐古池の東堤でおこなった第26次調査区でも確認されている。第

26次調査概報では、青灰色シル ト (本稿における第�層 :青灰色シル ト)が欠如するところ

は黄褐色粘土 (本稿における第Ⅸ層 :黄灰色粘土)が形成されないとする。また、青灰色シル

トの欠如する場所には暗灰青色粗砂 (本稿における第�一b層 :灰色砂か ?)があり、その上

面には弥生時代前期に形成された灰黒色粘土 (本稿における「暗灰色粘土 (炭灰混・青味)」

か ?)が堆積するとしている。第26次調査概報では、この堆積状況を「微凹地」と捉える。

しかし、今回検出した「暗灰色粘土 (炭灰混・青味)」 イよ、西排水溝の深掘 りによる壁断面

の観察によるものであり、遺構埋上の可能性も否定できない。広範囲にわたってその拡がりが

認められることから、木器貯蔵穴などの大型土坑の切 り合いも想定されよう。北側に隣接する

唐古池では、第 1次調査の際に木器貯蔵穴と考えられる大型土坑が多数検出されており、その

分布が本調査区にまで延びている可能性もある。第 1次調査の大型土坑群は、中央砂層や南方

砂層といった弥生時代前期 (?)ま で続 く旧河道上の低地部に掘削されている。

つまり、「暗灰色粘土 (炭灰混・青味)」 が、弥生時代前期の遺物包含層であれ大型上坑の

堆積土であれ、低地部の状況を示す堆積であることに変わりはない。よって第98次調査区で

は、第 I調査区中央付近のⅨ層 :責灰色粘土に象徴される微高地と、第 I調査区北側から唐古

池と第 I調査区南半の「暗灰色粘土 (炭灰混 。青味)」 に象徴される低地部が入 り組んだ状況

を読み取れる。

特に、第 I調査区北側から唐古池の間には、弥生時代前期から弥生時代中期後葉まで続 く谷

地形が想定される。第 I調査区のSD-101か ら北側は、弥生時代中期の中葉と後葉では遺構

検出面が異なるが、この中期後葉の遺構検出面を形成する暗褐色砂質土は、その谷地形の上層

堆積土と考えられる。第Ⅱ調査区では、中世遺構のSX-2051が ほぼ全面に及ぶため決して

土層観察に良好な状況ではなかったが、北壁で灰色砂層を確認した。この灰色砂層は、第37

次調査区の第 2ト レンチ南端及び第53次調査区の北端で検出した弥生時代中期の砂層堆積と同

一のものであり、谷地形に流れ込んだ弥生時代中期後葉の決水堆積層と考えられる。

一方、第 I調査区の南半も、第�―b層 :灰色砂と「暗灰色粘上 (災灰混・青味)」 の上層

から、谷地形が想定される。古墳時代初頭の落ち込みであるSX-101が拡が り弥生時代中期
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中葉～古墳時代初頭遺構検出面となる第Ⅶ層 :黄褐色粘質土を確認できなかったことからも、

低い土地であったことがうかがえる。しかし、南へ18m離 れた第Ⅲ調査区では、第Ⅶ層 :黄

褐色粘質土とともに、土坑などの遺構を検出した。ベースにおいても、第Ⅸ層 :黄灰色粘土こ

そ確認しなかったが、第X層 :緑色粘土、第� 層 :青灰色シル トを検出している。このこと

から、第 I調査区南半の谷は、それほど規模の大きいものとは考えられない。

以上のことから第 1次調査区と同様に、網目状に流れる大小の河が形成した谷地形と、それ

に浸食された微高地部からなる地形が想定される。

遺構

弥生時代前期～中期前葉 地形のまとめで先述しているが、本調査区の下層遺構は大型のも

のが多い。第 I調査区南端のSK-201と 北端のSK-210は いずれも一辺が2.Omを 超える土

坑である。周囲には同様な土坑が分布する。これらの性格として、木器貯蔵穴が想定される。

微高地部分となる第 I調査区中央での深掘 りをおこなってその分布を確認したわけではない

が、おそらくは湧水点との関係により微高地から低地部へのその落ち際に沿って掘削されたも

のであろう。弥生時代前期～中期前葉の本調査区周辺では、微高地縁辺に木器貯蔵穴群の拡が

りが予想される。

弥生時代中期中葉～中期後葉 弥生時代の上層遺構で注目されるのは、弥生時代中期中葉に

掘削され弥生時代後期初頭まで再掘削により継続したSD-101で ある。本溝は、微高地北側

末端に掘削されており、これを境として地形は北側の谷へと落ち込む。その最初の掘削は大和

第Ⅲ-1様式であり、これまでに唐古・鍵遺跡の居住域で検出された他区画溝と同様な掘削時

期である。また、この大和第Ⅲ-1様式は、大環濠がめぐらされた時期でもある。本溝は、居

住域の整備に伴い、区画と排水の目的をもって掘削されたと考えられる。

このSD-101か ら南の第 I調査区中央は、弥生時代中期の居住域となる。炭灰層をもつ土

坑を多 く検出した。これは灰穴炉として、周辺の柱穴とともに竪穴住居跡を想定することがで

きる。これら土坑からは、大和第Ⅱ～Ⅳ様式の土器が出土し、本調査区が安定した居住域とな

っていたことがうかがえる。その他、周辺では弥生時代中期後葉の井戸も2基検出した。なお、

SD-101か ら北側では、弥生時代中期後葉の炭灰層をもつ土坑や井戸が検出される。それ以

前は、堆積土に砂を含み居住域として安定していない。 SD-101か ら北の第 I調査区内は、

弥生時代中期後葉以降に居住域が拡がったと考えられる。それと対応するかのようにSD―

101は 、弥生時代後期初頭には埋没し、再掘削されることはない。

弥生時代後期～古墳時代初頭 弥生時代後期後葉の遺構が確認できなかったことも、本調査

区の一つの特徴といえよう。これは偶然、弥生時代後期後葉の遺構を避けて調査区が設定され

た可能性もある。しかし、遺物包含層中に弥生時代後期後葉の上器片は少なく、この時期の遺

構が分布していたとしてもその密度は低いものであったと考えられる。これに対 し、古墳時代

初頭の遺構は、 SK-106と SX-lolを検出している。 SX-101の堆積状況は、周溝墓や古

墳の周溝推積に類似しており、注意が必要である。
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第 3節

1.土器

中央区の出土遺物

(1)第98次調査

中央区における範囲 (内 容)確認調査は、第98次調査の 1件である。今回、諸事情により本

報告に掲載し得た第98次調査出土土器は、絵画土器・土器文様・異形土器・搬入土器といっ

た特殊なものに限られる。多 くの一般的な土器については、公表の機会を待ちたいと思うが、

本報告では文章でのみその傾向を示しておく。

調査終了時において、遺物コンテナ (巾 340× 奥540× 高150鴫)総数は172箱 を数えたが、

＼

よi、 た、こ―T―下~市~~―‐

第524図 中央区の主要遺構 (S=1/1,000)
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洗浄の後、土器を収納 したコンテナ数は118箱 となった。洗浄及び石器、木製品を省 き詰めて

収納すると、 3割減である。また、調査面積約253だ であるか ら、 1どあた り0。46箱 の上器出

土量 ということになる。土器 コンテナH8箱 の内訳は、遺物包含層 。中世素掘小溝55箱

(46.6%)、 弥生時代溝37箱 (31.4%)、 弥生時代・古墳時代初頭上坑21箱 (17.8%)、 柱穴群 l

箱 (0.8%)、 古墳時代初頭落ち込み4箱 (3.4%)と なった。

遺構のうちまとまって土器が出上しているのは、調査区中央の北寄 りで検出したSD-101

(B・ C)か らで、全体の2割 を占めている。このうち、 SD-101か らは、大和第Ⅳ様式とと

もに大和第V様式の土器が11箱 (9,3%)出 土している。この中には、絵画土器が含まれてい

る。 SD-101Bは 、大和第Ⅲ-4様式を主体とし、 9箱 (7.6%)が出土した。 SD-101C
は、大和第Ⅲ-1様式を主体として前後の時期を含み、 8箱 (6.8%)が 出土した。

土坑からは、まとまった量の土器出土はなく、多いものでも2箱 (1.7%)に 収まる。搬入

土器との関連で注目されるのが、SK-101・ 106・ 210、 SX-201で ある。SK-101か らは、

播磨・摂津地域からの搬入と考えられる広口長頸壷 (P5417)が 出上しているが、これに伴

う土器群は大和第Ⅲ-3様式の特徴をもつ。 SK-106か らは、小型の S字口縁甕 (P5565)

が出土しているが、これにともなう土器群は外面にタタキをもつ内面ケズリのいわゆる庄内奏

等である。 SK-210か らは、外面に縦位ミガキを施した河内地域からの搬入品と考えられる

奏 (P5430)が出土している。他にも縦位ミガキを施した奏が 2個体ほど確認でき、これらは

まとめて本坑に廃棄された可能性がある。これに伴う土器群は、大和第Ⅱ-3-b様 式である。

SX-201か らは、伊勢湾沿岸から搬入されたと考えられる条痕文系奏 (P5511)が出土して

いる。唐古・鍵遺跡からは、これまでにも条痕文系奏は出土しているが全形のわかるものは、

本資料が初めてとなる。これに伴う土器群は、少量の櫛描き文土器片を含むが、ヘラ描き直線

文の壷と奏である。壷の口縁部端面は加飾されておらず、大和第Ⅱ-1-a様 式と考えられる。

この他、木製品がまとまって出土したSK-201は 、ヘラ描き直線文と櫛描き直線文が混在す

る大和第Ⅱ-2様式の良好な資料である。また、被熱した杯部に小孔を多数持つ結合形土器

(P5211)が 出土した SK-1281よ 、大和第Ⅳ-1様式の上器群を伴っている。結合形土器の

なかでも、比較的古い時期のものとなろう。

なお、大和第 I様式の土器については、下層遺構が未調査のため少ないが、 SD-101Cな

どには大和第 I-2様式が含まれている。西にlla接する第53次調査区では、大和第 I-1様式

に遡る落ち込みが検出されており、その時期の上器が多数出上している。おそらく、本調査区

まで拡がりをもつことは、間違いないと思われる。一方、本調査区では大和第Ⅵ様式の遺構を、

ほとんど検出することはできなかった。これは、遺物包含層においても同様であり、大和第Ⅵ

様式と考えられる土器片は少ない。ただし、その前後となる大和第V様式、布留 0式の遺構・

土器は確認しており、調査区が偶然に大和第Ⅵ様式の密度が低い地点に設定された可能性もあ

る。
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2.木 製 品

唐古・鍵遺跡の中央区は、唐古池の南側で集落の中央部分であり、本報告次数では第98次

調査のみがあたる。中央区は、これまで遺跡の範囲確認が調査の主目的であったため調査があ

まり及んでいない地区である。

本報告分の出土点数は40点で、その内訳は第87表のとおりである。

第98次調査では、 SK-201や SK-210な ど、弥生時代中期前半の遺構から容器類や盾な

どの木製品が出土している。また、弥生時代中期中頃の竪穴住居に関連する遺構を検出してお

り、柱などの建築部材が多 く出土している。第98次調査での木製品の出土数は、他の地区と

比較しても決して少量でなく、木製品からみても居住区として人々が生活していたことがうか

がえる。

第87表 中央区出土木製品の器種組成

総 数 工 具 農具 武器 食膳具 雑具 建築部材 用途不明品 その他

1 2 6 1

総数 40点

＼ 工具  11農 具  垂昌武器  喪 食騰具  ‖‖1雄具  壽も建築部材  ZZ用 途不明晶  斡 その他

(1)工具

膝柄斧柄 (W4001)W40011ま 膝柄斧柄である。方柱状の柄部と少し膨 らんだ形状の台部か

らなる。加工痕が柄部側面に残存しており、柄部も少し太い感があるので未成品の可能性があ

る。全面炭化 している。

(2)農具

平鍬 (W4002) W4002は 平鍬である。保存状態は悪 く、土中で一度乾燥 しているようであ

る。頭部の一部分しか残存していないため身の平面形は不明である。隆起部は柄孔周囲から頭

部・刃部にかけて緩やかに厚みを減 じるものと思われる。柄は同一地点から出土したもので、

劣化のためか非常に細 く、身部の柄孔とは太さが異なる。柄には身部柄孔にあたったとも考え

られる圧痕が残る。しかし、一部樹皮が残存していることから、農具柄なのかは少し兵問が残

る。
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(3)武器

弓 (W4003)W40031ま 弓である。保存状態は良好で、上下端の引付近に加工痕が残存する。

樹皮が残存していることから未成品の可能性がある。

―◎

一〇

O     S=1/3    10CIll

(W4001 ・4002・ 4004)

―`/            WV4003

Clll

(W4a13)

阪
∞
川

~こ

匪藝置孤コ誕璽直塑聖曳兆

遺物番号 器種
調査

次数
遺構名 層曽 土色 法量 (cm) 備考

保存
処理 樹種

共伴時期
(大和様式

W4001 膝柄斧柄 98次 SK-201 第2層
事言 (15.0)、 幅 (8.8)

柄幅 3.3、柄厚 2.4

台部幅 35、 台部長 (99)

全面炭化。
縦斧柄か。
未成品の可能性あり

水
コナラ属ア
カガン亜属

W4002 平 鍬 98次
暗灰色粘土
(秒混)

身長 (10.5)、 身幅 (8.3)

身厚 (1.7)、 柄長 (163)
柄幅 24、柄厚 2.1

土中で一度乾燥している。
柄に樹皮残存

水

身:コナラ属
アカガシ亜属
柄:コナラ属
アカガン亜属

Ⅱ-1

W4003 弓 98次 SD-201
土

，
粘
混

醜
跡 事己61.5、 宅と1.3-1,8 樹皮残存

フ
ヒノキ I-2-a

W4004 盾 98次 SK-201 第2層 j己 (8.9)、 哺目(4.6)、 F厨 1.1
あ分部彩無卜に

ｏ
向

彩
方

赤
横

面
央

片
中 水 スギ

第525図 中央区出土木製品 (1)
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第 3節 中央区の出土遺物

Clll Cm

遺物番号 器種
調査
次数 遺構名 層何 土色 法量 (cm) 備考

存
理

保
処 樹種

共伴時期

W4005 高杯 98次 SK-201 第3層 径 34.2、高 (67)、 器壁厚 12 上中で一度乾燥している。

内面炭素吸着による黒色化
水 ヤマグワ

W4006 合子 98次
SK-119・

126
長軸 17.2、 短径 (16.0)

高 (5.9)、 器壁厚 0.6～ |.4

四脚。破損後被熟。

外面炭化
水 ヤマグワ Ⅲ-1

第526図 中央区出土木製品 (2)
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第V章 中央区の調査

盾 (W4004) W40041ま 片面赤彩の盾の破片である。盾の下端部分 と思われ、平坦に作 られて

いる。赤彩面の下端から約3.5cm上の部分に、幅約 2 cmの横方向に走る無彩部分がみられる。この

無彩部分に横桟材をあてていた可能性が考えられる。盾に特徴的な小孔列はみられない。

(4)食膳 具

高杯 (W4005)W4005は 水平縁 を有する高杯の杯部である。彩色 した痕跡は見受けられな

いが、内面が全体的にむらなく黒色化 してお り、廃棄時前後に火を受けたものではなく、意図

的な彩色あるいは耐久性の強化のために黒色化 させたものと思われ、炭素吸着による加工の可

能性がある。口縁部には、災素吸着時に焼け焦げた部分が数ヶ所みられるが、器形を大 きく変

形 させるものではない。水平縁幅は約 7 cmで、内面の杯部 と口縁部の境 には、杯部か ら約 0。7

cmの凸帯がめ ぐっている。加工痕は確認できず、仕上げの ミガキによって消されたと思われる。

(出 土状況 :写真図版編 図版294-2)

合子 (W4006)W4006は 四脚の合子身である。平面形は不整円形で、脚断面形 も正円でな

い。器壁は0.6～ 1.4cmと 各箇所で異な り、製作途中の可能性がある。広範囲にわたって炭化が

みられる。

(5)雑具

栓 (W4007)W40071ま 栓である。円柱状の頭部と方柱状の軸部からなる。現存する軸部下

端には貫通する孔の一部が残っている。おそらく方形孔が穿たれており、ここに別材を差し込

む組合せ品と考えられる。保存状態は良好で加工痕が全面にみられ、加工具幅は約 l cmで ある。

紗
|

□  
一

Ｗ４００７

第527図 中央区出土木製品 (3)
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m

遣物番号 器 種
査
数

調
次 遺構名 層留 土色 法量 (cm) 備考

保存
処理 樹種 帥舶

W4007 栓 98次 SK-203 第3層

長 (196)

頭部長軸 4.9、頭部短軸 42
軸部幅 28、軸部高 2.4

軸部下端に方孔 水 サカキ Ⅱ-2

W4008 不明建築材 98次 SK-128 第4層 長 154、 嘲目9.8、「軍6.9 未成品の可能性あり 水 ヤマハゼ類 V-1



第 3節 中央区の出土遺物

(6)建築部材

柱 (W P 4002～4006) すべて芯持ち材である。 (出 土状況 :写真図版編 図版303-2～ 5)

W P 4002～ 4005の 小口面は伐採時の加工のまま使用 してお り、斜面で構成されている。

W P 4006は 小口面が平坦で伐採 (切 断)後、平坦に加工 したものと思われる。

不明建築材 (W4008・ W P 4001)W4008は 頭部を一段幅広に作った方柱状の木製品である。

図反対面には加工痕がみ られず、丸太材を割 り取ったままの状態 と思われる。頭部は四方から

の斜め方向の加工痕が残存 し、その中央には折 り取 り痕が残る。未成品の可能性がある。

W P 4001は木の幹から枝部分を利用 した製品であ り、製作途中の可能性がある。 (出土状況 :

写真図版編 図版294-2)

(7)用 途不 明品

用途不明品 (W4009～4011) W4009は 第69次調査のW1066と 同形の用途不明品である。体

部中央に横方向の溝がある面を前面 として記述する。把手部は方形を呈 し、体部は中央が最 も

幅狭になる曲線 となり、体郡下位から刃部にかけて緩やかに幅を増す。把手部 と刃部の幅はほ

ぼ同幅 と考えられる。側面観は、把手部に少 し湾曲がみられる程度で、ほぼ平坦である。把手

部の孔は、横長の長方形を呈 し、前後面か らの削 り込みによって穿孔 されている。体部の最 も

幅狭になる部分に穿たれた孔は、長 さ14.lcm、 幅 l cmと 細長い形である。その下に穿たれた鼓

形の孔は、把手部の孔 と同様、前後面から削 り込んで作 られている。この孔の前面上位には一

段薄 く削 られている部分があ り、後面の下位、刃部の付け根にも水平方向の線刻 (キ ズ)が 4

条みられる。これらは、加工が粗雑であ り、装飾 としての意味合いはないと思われ、鼓形を穿

つ時の目印が残存 したものと考えられる。体部に穿たれた縦長の孔の両脇には、幅 l cm前 後、

深 さ約0.4cmの非常に粗雑な溝が水平方向に 3条み られる。この溝は、左右別々に加工 されて

お り、中央孔をあけた後に削 られたものと考えられる。刃部断面は楕円形で、先端に向かって

徐々に丸みを帯び、細 くなる。中央孔の下端には斜め下方向に擦った痕跡が認められ、使用痕

と思われる。その穿孔はその他の上下孔 よりも粗雑であ り、周囲の 3条の溝 とともに、この木

製品の最 も機能的な役割を果たしていた部分 と想定 している。おそらく、下孔に別材あるいは

紐状のものを差 し込んで使用 した組合せ品であろう。 (出土状況 :写真図版編 図版295-2)

W40101ま割材利用の木針状の木製品である。頭部は板状で幅広 とな り、その中央に径0,8cm

の円孔 を両面か ら穿つ。下位に向かって徐々に細 くなるが、先端は丸みを帯び尖っていない。

円孔の周囲には何かに圧迫されたようなくばみがみられ、斜め方向に力が加わっていたようで

ある。頭部には筋状の加工痕が残存する。先端部分一部災化。

W40111ま板 目材 を用いた板状の用途不明品である。側面上位に突起をもち、下端に向かっ

て徐々に幅を増 し、底面は平坦に作 られる。厚みは均―である。表面に加工痕がみ られ、加工

具幅は約1.Ocmで ある。
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第V章 中央区の調査
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選物番号 器種
調査
次数

遺構名 層留 土色 法量 (cm) 備考
存
理

保
処 樹種

共伴時期
★れ繕fⅢ

W4009 用途不明品 98次 SX-201 第2層 長 (75.4)、 幅 11.2、 厚 1.0～ 17 W1066と 同形 フ
ヨナラ属ア
カガシ亜属

I-1-b

W4010 用途不明品 98次 SK-201 第4層
長 232、 幅 36、厚 14
穿孔径 1.3

一部炭化 ヒノキ エー2

W4011 用途不明品 98次 SX-201 第1層 長 (30.7)、 中目 (70)、 ″ヨ05 加工具幅:約 1 0cm ヤマハゼ類 Ⅱ-1-b

WP4001 不明建築材 98次 SK-201 第3層
長 (45.1)、 中目 (425)
涯言6.4、 3.0

枝分かれ部分
庁扇美 耐品 VIL

水
ヨアフ属 /
カガン亜属

Ⅱ-2

WP4002 柱 98次 Pit-134 長 (29。 8)、 幅 (100)、 厚 (7.4) 水 ヒノキ科 V?

WP4003 柱 98次 Pit-105 第1層 長 (34.1)、 中目8.8、担享 (7.3) 水 スギーヒノキ科 V?

WP4004 柱 98次 Plt-107 第1層 長 (36.3)、 中目12.8、「ヨ (8.2) 水 ブナ科 V?

WP4005 柱 98次 Pit-106 第1層 長 (23.3)、 中目12.0、「ヨ(6,1) 水 ヒノキ科 V?

WP4006 柱 98次 PК-109 第1層 長 (44.7)、 中目 (133)、炉ヨ (8.5) 水 ヒノキ V?

―-902-―



3.石 器

中央区の打製石器は、緑色チャー ト製の火打石 1点 (第 98次調

査 暗褐色砂質土出土)を 除いて、すべてサヌカイ ト製である。

最J片 ・石核を含めたサヌカイ ト製遺物の総重量は37.051lkg、 1ピ

あたりの出土量は約151gと なり、他の地区を圧倒している。石器

出土点数/調査面積を試算すると、南地区では約0.41点、東環濠

では約0.02点 、西地区では約0.37点 となるのに対し、中央区では約

0.69点 と試算でき、石器の多さが明確である。中央区において打

製石器としたもののなかには、作 りの粗雑なものも多 く、これら

を未完成品・製作失敗品と考えるなら、中央区の石器群の背景に

は、かなり集中的な石器生産が想定できよう。また石核がかなり

まとまった点数出上していることを踏まえると、中央区が本遺跡

の打製石器製作において、重要な役害Jを 担った地区であることが

推定される。

磨製石器は62点 出土している。その内訳は第88表のとおりであ

る。磨製石器の約 8割 を石庖丁が占めており、南地区や西地区よ

りも相対的に石庖丁が多いといえる。数量的には少ないが、未成

品も出土していることから、他地区と比較 して規模は小さいなが

ら、石器製作はおこなわれていたと考えられる。また南地区、西

地区でみられた磨製石鏃、磨製石曳などの武器形石製品、流紋岩

製の石庖丁が、中央区では出上しておらず、両地区とは異なる様

相が指摘できる。

石製品は83点 出上している。そのうち砥石は、写真掲載・図化

した9点のみにとどまり、南地区や西地区に比べて著しく少ない。

中央区の砥石は、いずれも小形のものに限られる。また他の地区

ではみられなかった円孔状のくぼみを有する砥石が 2点 出土 して

おり、この地区でのみ研磨された器物が存在する可能性が想定で

きる点は注目される。

第 3節  中央区の出土遺物

註)打製石器の数値はサヌカイ ト製の点数

( )内 の数値はサメカイ ト製以外の

ものの点数を示す

礫石器は29点 出上している。磨石の占める割合が高く、盛んな植物質食料加工が想定でき

るかもしれないが、石皿が出土しておらず、そうした想定を困難にしている。中央区の石器に

は、磨痕が単独で認められるものはなく、敲打痕のみをとどめる (敲石)か、磨石として利用

された後に敲石に転用されたものが多い。それにもかかわらず敲石の出土量は多 くなく、打製

石器や磨製石器の様相と符合しない点は注目されよう。

第88表 中央区の石器

種類 器種 98次

打
製
石
器

石剣

中形尖頭器

石鏃

石錐

石小刀

石匙

スク レイパー

楔形石器

火打石

石鍬

石核

２５

・５

５２

３９

７

０

２９

２

れ

０

３２

合 計 203(1)

磨
製
石
器

石庖丁

石庖丁未成品

太型蛤刃石斧

柱状片刃石斧

扁平片刃石斧

磨製石鏃

磨製石剣

磨製石曳

環状石斧

０

５

２

３

２

０

１

０

０

合計

石
製
品

石製紡錘車

石製紡錘車未成品

石製円板

垂飾品

ミユチュア石製品

用途不明石製品

石鋸

石鋸素材

砥石

４

０

１

０

０

Ю

６

１２

５０

合計 83

礫
石
器

石

槌

石

石

皿

弾

敲

石

磨

台

石

投

６

０

２０

３

０

０

合 計

―-903-―



第V章 中央区の調査

(1)打製石器

石剣 (S4001～ 4003・ S P 4001～ 4022) 25点 確認しているが、全体の形状をとどめるも

のはなく、ほとんどが破片か、それにわずかに再加工を加えたものである。先端部片が 8点、

中央部片が 9点、基部片が 8点ある。

S4001は すべての剥離面が顕著な光沢をみせる。基部に折損面が認められるが、折損の後、

わずかに調整されている。両側縁はおおむね並行しているが、中央部付近でわずかに外湾する。

外湾する部分の b面側には階段状予よ離による段がみられ、こうした形態は意図された結果とい

うよりも、製作作業上の問題であろう。

S4002も すべての剥離面に顕著な光沢が観察される。 a面基部には基部方向からの大きな

最よ離痕が認められ、本資料はこの面から景↓がれ落ちた先端部片であったと推測できる。先端部

片となった後、再利用が目指されたようである。両側縁は敲打痕が発達しており、縁辺には階

段状剰離もみられることから、調整作業が難航したことがうかがえる。その際に加わった無理

な力が、破損につながった可能性が考えられる。 a面基部の折損面、先端部の折損面とも、不

純物が観祭される。

S4003は a面基部に自然面が認められ、原石か背面に自然面をもつ最J片 を素材としている

と思われる。自然面の観察からは石理走向が判読できる。先端部を折損しているが、全体的に

入念に整形が施されており、基端部にも両面加工による調整が施されている。両面加工の後に

遺物番号 器種
査
数

嗣
次 遺構名 層包 土色

重量
rg、 備考

共伴時期
(大和根式Ⅲ最 大長 最 大幅 最 大厚

石 剣 98次 SD-101C 第13層 Ⅲ-1

S4002 石 剣 98次 SD-101 第1層 V

S4003 石 剣 98ZR SX-101 第2層 (11.1) (86.1)
中央部付近に研磨痕。両
側縁・基端画に磨耗痕

庄内

SP4001 石剣 98ツR 黒色砂質土 (2.4) (0.6) (3.2) 弥生中・後期

SP4002 石剣 98必k 暗褐色砂質土 (2.6) 風化がやや進む 弥生～中世

SP4003 石剣 98次 SK-137 第1層 (3.5) (2.6) (0.9) (7.3) V-1?
SP4004 石 剣 98次 暗褐色砂質土 (2.2) (0.3) (5.4) 弥生～中世

SP4005 石 剣 98次 暗掲色砂質土 (2.6) (1.3) (15.3) 弥生～中世

SP4006 石 剣 98次 SD-101C 第9(下 )層 (2.6) (18.2) Ⅲ-2

SP4007 石 剣 98次 SD-101C 第11層 (7.2) (333) Ⅲ-1・ 2

SP4008 石 剣 98次 SD-102 第2層 (2.7) (268) Ⅲ-2

SP4009 石 剣 98次 灰色粘質土 (245) 両側縁に磨耗痕 弥生～中世

SP4010 石 剣 98Zk 暗褐色砂質土 (40.3) 両側縁に磨耗演 弥生～中世

SP4011 石 剣 98ZR SD-59 第1層 (30.9) 両側縁に磨耗痕 中世

SP4012 石 剣 98次 SK-208 第1層 (41.0) エー3

SP4013 石 剣 98次 暗掲色砂質土 (13.2) 弥生～中世

SP4014 石剣 98次 SD-66 第1層 (12.1)

両側縁・基端部に磨耗痕。
ポット・リッド状の剣離痕を
もつ

中世

SP401 5 石 剣 98次 暗掲色砂質土 (3.6) (15.3) 弥生～中世

SP4016 石 剣 98次 暗掲色砂質土 (163) 弥生～中世

SP4017 石 剣 98次 暗責灰色粘質土 (6.5) (503) 基端部に磨耗痕 Ⅲ-1?

SP4018 石 剣 98次 SD-104 第3層 (6.5) (349) 折損後に研磨されている Ⅲ-2

SP4019 石 剣 98次 SD-101B 第4層 (6.0) (351) Ⅲ-4・ V
SP4020 石 剣 98次 黒色砂質土 (70.1) 両側縁に磨耗痕 弥生中。後期

SP4021 石 剣 98次 SK-201 第3層 (30.1) 片側緑に磨耗痕 エー2

SP4022 石 剣 98次 SK-210 第2層 (31.5) 両側縁・基端部に磨耗痕 I-3-b
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第V章 中央区の調査

研磨が施されたようで、基端部には横方向の擦痕が発達している。また b面中央部の最J離痕の

一部にも、明確な研磨痕を認めることができるが、この研磨痕は周囲の最↓離痕と一定の前後関

係を示さず、「中間研磨」
(1)と

して評価されよう。階段状景J離 によって生じた段の除去を目指

したものと思われる。中央部から基部にかけては、両側縁がわずかに丸みを帯びるほどに磨耗

しており、基軸にほぼ並行する方向に擦痕が観察される。また b面基部には器面の中央から生

じる特異な景↓離痕が認められ、 b面左側縁から施された予」離痕の、階段状の末端部を取っ掛か

りにして、加撃がおこなわれている。景J離痕には打点も明瞭に観察され、いわゆる「パンチ使

用による予」離面」
(1)に

相当すると思われる。先端部の折損面には不純物が観察される。

中形尖頭器 (S4004～4008) 15点確認している。他の地区に比して、木葉形のⅡ類の占め

る割合が高い (47%)。

S4004は 細長であり、 I類に属する。調整は概 して粗雑であり、先端部の縁部に敲打痕が

観察されるほどである。また中央部から先端部にかけては、調整景↓離痕が蝶呑状や階段状の末

端部を呈することもあり、厚みが十分に除去されていない。

S4005に はわずかに茎部が確認でき、Ⅳ類に分類できる。黒色の縞の入るサヌカイ トが用

いられており、他の資料よりわずかに風化が進んでいるようにみえる
(2)。

基端部には素材景↓

片の打面が、 b面には素材景J片 の腹面が認められるほか、 a面先端部右側にはポジティブな景↓

離面が観察される。したがって景」片素材の石核から、自然面を打面として素材景J片 を得たもの

と考えられよう。石理走向も判読でき、素材象J片 が石理に沿って予J離 されたことがわかる。

S4006は 木葉形であり、Ⅱ類に分類される。 b面 に素材面が認められ、横長予J片 を素材と

していることが推測できる。 a面右側の予↓離痕は階段状を呈するものの、全体的に薄い調整景↓

片を最Jぎ取 りつつ、丁寧に整形されているような印象を受ける。

S4007は 不整形ながら木葉形を呈 し、Ⅱ類に分類できる。 a面 に自然面が、 b面上半にポ

ジテイブな予↓離面が観察される。 a面の予!離痕をみる限り、素材最J片 の背面はすべて自然面に

覆われていた可能性が高く、基端部に自然面が残っていることと合わせて、礫端片が素材とな

っていることが推祭される。素材景J片 の最↓離は石理に沿っておこなわれたようである。右側縁

からの調整は、薄手の調整剰片を連続的に剥がしつつ丁寧におこなわれているが、左側縁から

の調整は、自然面の影響もあってか難航したようで、随所に階段状の末端部が観察できる。

S4008は 全体が強い光沢を放っている。 b面基部付近にポット・ リッド状の最↓離面が認め

られることから、被熱した石材が用いられたことが確実視される。末端を欠損しており形状も

遺物番号 器 種
査
数

調
次

遺構名 層似 土色
法量 (cm) 襲

⑤
備考

共伴時期
(大和様式)最大長 最大幅 最大厚

S4004 中形尖頭器 98次 暗褐色砂質土 (66) (185) 弥生～中世
S4005 中形尖頭器 98次 暗掲色砂質土 やや風化が進む 弥生～中世
S4006 中形尖頭器 98次 黒色砂質土 弥生中・後期
S4007 中形尖頭器 98次 SD-102 第2層 24.5 Ⅲ-2

S4008 中形尖頭器 98次 SK-139 第3層 (47.2)
ボット・リッド状の剥離痕

をもつ
V-1

―-906-―
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第V章 中央区の調査

粗雑ではあるが、おおむね木葉形で、Ⅱ類に分類される。 a面左側には階段状の制離痕が段を

作っている。

石鏃 (S4009～ 4023・ S P 4023～ 4040)52点確認している。各類型の割合は、 I類が

29%、 Ⅱ類が40%、 Ⅲ類が13%、 Ⅳ類が18%である。 S4019・ 40201ま すべての予J離面がわず

かに光沢をもってしヽる。 S4009～ 4011。 4022・ 4023が I類、 S4016・ 4017が Ⅱ類、 S4012～

4015。 4021が Ⅲ類、 S4018～ 4020が Ⅳ類にあたる。 S4022・ 4023は 側縁が緩やかなS字状を

描 くように仕上げられ、逆刺が突起のように仕上げられている。

石錐 (S4024～ 4027・ S P 4041～ 4055)39点 確認している。各類型の割合は、 Ia類が

31%、 Ib類が3%、 Ⅱa類が14%、 Ⅱb類が14%、 Ⅲ類が34%、 V類が4%である。図示した

ものはすべて Ia類 にあたる。Ⅳ類、Ⅵ類は出土していない。

S4026は景J離面打面の最J片 を素材とし、景J片 の側縁～末端に長い錐部を作 り出している。

石小刀 (S4028～ 4031) 7点確認している。

S4028はすべての最↓離面が光沢をもっている。 b面 にポジテイブな景J離面が認められ、景↓

片を素材としていることがわかる。素材景J片 が横方向に利用されており、素材剥片の反りをと

どめている。基端部には b面側からの折損面が認められる。 S40291よ 内刃側に突起が認めら

遺物番号 器種
査
数

調
次 遺構名 層包 土色

法量 (cm)
襲
９

備考 脚嚇
最大長 最大幅 最大厚

S4009 石鉄 98次 SK-104 第3層 Ⅲ-2

S4010 石 鏃 98次 黒色砂質土 弥生中・後期

S4011 石鏃 98次 SD-102 第2層 (3.3) Ⅲ-2

S4012 石 鏃 98次 俳土 黒色砂質土 弥生中・後期

S4013 石鏃 98次 黒色砂質土 弥生中・後期
石 鉄 98次 暗掲色砂質上 (3.6) 弥生～中世

S40呵 5 石鏃 98次 SD-61 第1層 中世

S4016 石鏃 98次 SD-53 第1層 中世

石錐 98次 SD-102 第2層 Ⅲ-2

石鏃 98次 排土 黒色砂質土 弥生中。後期

S4019 石鉄 98次 暗黄褐色砂質土 I Ⅱ-1～ Ⅲ-1

石鏃 98次 SX-2051 第 3層 中世

S4021 石 鏃 98次 排土 黒色砂質土 (■ 3) 弥 生 ?
S4022 石鉄 98次 SD-54 第1層 中世

石鉄 98次 暗掲色砂質土 (2.9) 弥生～中世
SP4023 石 鏃 98次 SD-102 第2層 Ⅲ-2

SP4024 石鏃 98次 暗褐色砂質土 (7.6) 弥生～中世
SP4025 石鏃 98次 黒色砂質土 弥生中・後期
SP4026 石 鏃 98次 SK-123 第2層 (2.9) エー3-b
SP4027 石鏃 98次 SD-65B 第1層 (4.3) 中世

SP4028 石 鏃 98次 SD-102 第 1層 (2.4) Ⅲ-4

SP4029 石 鏃 98次 暗掲色砂質土 弥生～中世

SP4030 石鏃 98次 SD-101 第1層 V

SP4031 石鏃 98次 SD-58 第1層 (3.6) 中世

SP4032 石 鏃 98次 SX-101 第1層 庄 内

SP4033 石 鏃 98次 SD-102 第2層 Ⅲ-2

SP4034 石鏃 98次 SX-51 第1層 中世

SP4035 石 鉄 98次 黒色砂質土 弥生中～後期

SP4036 石 鏃 98次 暗褐色砂質土 弥生～中世
SP4037 石 鏃 98次 暗掲色砂質土 (2.7) (3.6) 弥生～中世
SP4038 石 鏃 98次 排土 暗褐色砂質土 称生～中世

SP4039 石 鏃 98ツk SX-51 第1層 縞状の石質のサヌカイト製 中世

SP4040 石鏃 98次 排 土 黒 色砂 質土 2.2 0.5 (2.9) 弥生中・後期

―-908-―
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第V章 中央区の調査

れる。基端部は b面方向からの折損面か らなる。

S4030は 先端部に不純物が取 り込まれている。基端部には a面方向か らの折損面が認め ら

れる。 S4031は a面側にポジティブな剥離面が、 b面側にも素材面 と思われる大 きな景J離面

が観察でき、景J片 を素材 としていることがわかる。先端側・基端側 ともに折損 してお り、それ

ぞれ b面方向か ら生 じた折損面、 a面方向から生 じた折損面が認められる。

スクレイパー (S4032～ 4041)29点 確認 している。

S4032は 自然面 を打面 とし、石理に沿って景J離 された縦長の最J片 を素材 としている。 自然

面を側面に取 り込むことで景↓片が縦長化 したと思われ、そうして得 られた長大な縁辺が刃部 と

して利用 されている。刃部は両面加工で作出されてお り、刃部角は55度前後である。

S4033は 石理に沿って景J離 された、 自然面打面の予J片 を素材 としている。コーンの発達が

著 しく、腹面 もいびつな形状 をしている。刃部は素材予J片 の左側縁～末端に作出されてお り、

丁寧な並列剖離が連続的に施 されている。刃部角は55度前後である。また素材景↓片の右側縁

にも腹面側か ら二次加工が施 されているが、角度は90度前後で縁辺 も鋭利 さを欠いてお り、

刃部 として機能するのは困難 と思われる。

S4034は 自然面を打面 として、石理に沿って予J離 された縦長子よ片を素材 としている。剥離

痕の境界に生 じた稜が導線 とな り、景J離 を誘導することで最↓片が縦長化 しているようである。

打点 と目される付近は0.48× 0,23cmの 範囲にわたって、自然面上に白色の打撃痕が観察できる。

刃部は素材景J片 の右側縁 と末端に作出されている。刃部角はそれぞれ55度前後、60度前後で

あ り、両者 とも両面加工である。素材剖片の左側縁にも二次加工を施 した部分がある。

S4035は石理に沿って景J離 された最よ片を素材 としている。打面形態は不明であるが、側面

遺物番号 器種
査
数

調
次 遺構名 層留 土色

法量 (cm) 襲
ロ

備考
共伴時期
(大和様式)最大長 最大幅 最大厚

S4024 石 錐 98次 SD-101 第 1層 23 V

S4025 石 錐 98次 黒色砂質土 (32) (3.3) 弥生中・後期

石錐 98次 暗褐色砂質土 弥生 ～中世

S4027 石 錐 98次 排土 黒 色砂 質土 55 弥生中・後期

SP4041 石 錐 98次 SK-103 第1層 (4.5) V-1

SP4042 石 錐 98次 SD-54 第1層 (2.7) (2.2) 中世

SP4043 石 錐 98次 SD-52 第 1層 (2.9) 中世

SP4044 石 錐 98次 暗掲色砂質土 弥生～中世

SP4045 石 錐 98次 SD-53 第1層 (205) 中世

SP4046 石 錐 98次 灰色粘質土 弥生～中世

SP4047 石 錐 98次 暗掲色砂質土 弥生～中世

SP4048 石錐 98次 SD-101C 第10(下)一b層 (4.6) Ⅲ-2

SP4049 石 錐 98次 灰色粘質土 弥生～中世

SP4050 石錐 98次 SX-51 第1層 中世

SP4051 石錐 98次 暗褐色砂質土 (6.9) 弥生～中世

SP4052 石錐 98次 SD-102 第1層 (4.2) (65) Ⅲ-4

SP4053 石錐 98次 黒色砂質土 弥生中。後期

SP4054 石錐 98次 暗黄褐色砂質土 弥生中期

SP4053 石錐 98次 SD-102 第3層 Ⅲ-2

S4028 石小刀 98次 SD-101 第1層 (171) V

S4029 石小刀 98次 SD-65B 第1層 中世

S4030 石小刀 98次 SD-58 第1層 (8.9) 中世

S4031 石 Jヽ刀 98次 排土 黒色砂質土 (3.2) (1.3) (2.8) 弥生■・後期

-910-―
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第 3節  中央区の出土遺物

に自然面を取 り込んでいることがうかがえる。素材剰片の末端側に両面加工で作出された刃部

は、刃部角55度前後である。素材剥片の打面部にも両面加工が連続的に施 されているが、角

度は90度前後であ り、縁辺はやや潰れて鈍 くなっている。

S4036は すべての予J離面がわずかに光沢 をもっている。 b面右側の二次加工部に素材景J片

の打面が残存 し、予↓離面を打面 とする象J片 が素材 となっているのがわかる。刃部は素材最↓片の

末端側、打面側にみられ、両者 とも両面加工で、刃部角は70度前後である。

S4037はすべての最J離面がわずかに光沢をもっている。 b面側にポッ ト・ リッド状の景よ離

痕が観察でき、本資料が被熱 したサヌカイ トを素材 としていることは確実である。素材黒J片 は

自然面を打面 とし、石理に沿って景」離されている。打点は0.45× 0.32cmに わたって潰れをとも

なう白色の打撃痕が観察され、打点直下がわずかに崩れている。コーンの発達 も著 しい。刃部

は素材黒↓片の左側縁 に作出されてお り、両面加工が施 されている。刃部角は60度前後をはか

る箇所 もあるが、階段状景!離 が著 しく、鋭利 さを欠いている。また素材景J片 の末端に生 じた折

損面にも連続的な二次加工が加えられているが、その意図は不明である。

S4038の 素材予」片の打面は自然面 と剥離面か らなる。石理に沿って景」離 された黒↓片の右側

縁～末端、左側縁に刃部が作出されている。両者は両面加工であ り、刃部角50度前後である。

S4039は 不純物の影響 もあってか、素材最J片 の打面を欠失 している。自然面の観察か らは、

素材剥片は石理に沿って予J離 されたことがわかる。素材景J片 の左側縁には刃部が作出されてお

り、並列景J離が観察 される。刃部角は60度前後である。 また素材景↓片の右側縁の折損面か ら

も連続的な二次加工が認められ、70度前後の縁辺が作 り出されている。

S4040は 自然面打面の最!片 を素材 としている。石理に対 して半順 日で最J離 されている。打

点付近は0,42× 0.25cmの 範囲に、微細な矛1離痕をともなう敲打痕が観察でき、素材予↓片の景J離

にともなう打撃痕 と思われる。刃部は素材剰片の右側縁、末端、左側縁にみられ、すべて両面

加工である。刃部角はそれぞれ、70度前後、55度前後、70度前後である。

S4041は すべての予J離面が強い光沢をはなっている。 b面 にはポット・リッド状の予J離痕

がみられ、本資料が熱を受けたサヌカイ トを利用 していることが確実視される。またポット・

リッド状の剰離痕の付近は被熱によって亀裂が生 じてお り、ひときわ強い光沢をみせる新欠部

の付近は最↓落 している。二次加工は素材象J片 の全周に認め られるが、石質の問題 もあってか、

遺物番号 器種
査
数

調
次 遺構名 層位/土色

法量 (cm) 襲
働

備考
共伴時期
(大和様式)最大長 最大幅 最大厚

S4032 スクレイアヽ― 98次 SK-105 第 1層 Ⅲ-1

S4033 スクレイパー 98次 暗責灰 色粘 質土 (29.3) 弥生中期

S4034 スクレイパー 98Zk SD-104 第1層 526 皿-2

S4035 スクレイメヾ― 98次 黒色砂質土 弥 生 甲・役 則

S4036 スクレイパー 98次 SX-201 第1層 887 I-1-b

S4037 スクレイパー 98次 黒色砂質土
ポット・リッド状の象I離痕
をもつ

弥生中・後期

S4038 スクレイパー 98次 黒色砂 質土 (476) 弥生中・後期

S4039 スクレイパー 98次 SK-113 第1層 V-1

S4040 スクレイパー 98次 黒色砂質土 55 27.5 弥 生 甲・役 期

S4041 スクレイパー 98次 SK-201 第5層 (363) ポット・リッド状の永U離痕
をもつ

Ⅱ-2

―-913-一
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第V章 中央区の調査

90度前後をはかる箇所が多 く、鋭利な部分は素材景J片右側縁側の一部に限られる。

(2)磨製石器

結晶片岩製石庖丁 (S4042～ 4051・ S P 4056～ 4059)結晶片岩製の石庖丁は10点図化した。

そのうち2点 は大形石庖丁である。全体的に完形のものは少なく、図化 したものの中では S

4044・ 4048・ 4049の 3点 にとどまる。 S4042～ 4045は 直線刃半月形、 S4046は 内湾刃半月形、

S4047は 長方形、 S4048'4049は 杏仁形を呈している。穿孔はすべて両面から回転穿孔され

ている。また結晶片岩の節理の方向は統一されており、節理に沿って景よ離された素材が用いら

れている。 S4042は 中央で折損してお り、端部も欠損がみられる。また穿孔部付近に両面と

も紐ずれの痕跡が残っている。 S4043は 中央で折損 しており、端部に欠損がみられる。 a面

に未貫通の穿孔失敗痕が2ヶ 所みられる。 S40441よ b面の穿孔部付近に紐ずれの痕跡がみられ

る。また、表面は著しく磨耗 してお り、一部光沢を伴っている。 S4045・ 4046は ともに中央

で折損してお り、細身の形態を呈している。 S4045の b面刃縁には景!離が連続 しており、こ

れは使用時に伴ったものと考えられる。 S4046の 刃部はわずかながら内湾しているが、使用

に伴う研 ぎ減 りの可能性が考えられる。 S4047は 中央で折損している。また、刃部に一部剖

離痕跡がみられる。 S4048。 4049は 完形である。 S4048の a面の刃部先端はさらに角度を変

化させて研磨 しており、刃縁から約0.2cmの 位置に稜を有 している。 S4049の 刃縁は微細な剖

離が連続しており、使用の痕跡がうかがえる。また b面には穿孔失敗痕が 1ケ 所みられる。 S

4050。 4051は 大形石庖丁である。 S40501よ 刃部など大部分が久損しているが、その厚みは均

―であり、研磨痕からも非常に丁寧に製作されていることがうかがえる。 S40511ま 中央で折損

遺物番号 器種
査
数

調
次 遺構名 層位 土色

法量 (cm) 襲
０

石種 備考
共伴時期
(大和様式)最大長 最大幅 最大厚

S4042 石庖丁 98次 SX-101 第1層 (10.0) (442)
玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩 A 庄内

石庖丁 98次 暗黄褐色砂質土Ⅱ (11.2) (69.9)
玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩 A Ⅱ-1～ Ⅲ-1

S4044 石庖丁 98次 灰色粘土 86.8
玄 武 君 負 醍 狭 君 貿

点紋片岩 E
弥生中期

S4045 石庖丁 98次 暗褐色砂質土 (30.2)
玄武岩質凝反岩質
点紋片岩 D 弥生～中世

S4046 石庖丁 98次 SD-101B 第6(下 )層 (7.7) (345)
玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩 B

Ⅲ-4・ V

S4047 石庖丁 98次 SK-125 第3層 (7.5) 40.3
玄 武 君 貿 凝 炊 看 買

点紋片岩 A Ⅲ-1

S4048 石庖丁 98次 暗掲色粘質土
(灰粘混)

1083 玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩A 弥生

S4049 石庖丁 98次 暗黄掲色砂質±■ 638 玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩 C

Ⅱ-3～ Ⅲ-1

SP4056 石庖丁 98次 SK-103 第3層 (6.6) (26.6)
玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩 A V-1

SP4057 石庖丁 98次 SD-65A 第1層 (3.3) (39.5)
玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩 C 中世

S4050 大形石 庖 丁 98次 暗掲 色砂 質土 (46.2) 泥質ホルンフェルスB
SP4068 大形石 庖 丁 98次 SD-101 第 1月雪 (757) 砂 質片岩 V

S4051 大形石 庖 丁 98次 SK-103 壽 1層 (10_6〕 (168_9) 玄 武 君 管 理 灰 号 智 片 岩 A V-1

SP4059 大形石疱 丁 98次 SK-119 黒灰色粘土 (51.0) 玄武岩 賞凝灰岩 質片岩 A Ⅲ-1

S4052 石疱 丁未成 品 98次 暗責褐 色砂 質土 I 20 114.9) 玄武岩 質凝灰岩 質片岩 A I-1^ψ I-3

S4053 石庖丁未成品 98次 SX-101 第1層 102.2
玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩 A 庄内

―-916-
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第 3節  中央区の出土遺物

している。背部は景!離痕がそのまま残 されてお り、製作の粗雑さがうかがえる。残存部分にお

いては穿孔の痕跡がなく、孔が本来なかったか、単孔であった可能性が高い。

結晶片岩製石庖丁未成品 (S4052・ 4053) S4052は 縁辺から中央に向かって剰離を施 して

お り、中央部で折損 している。その厚みか ら粗割段階での製作途中失敗品と考えられる。 S

4053は器形調整段階での失敗品であると考えられる。最J離性の強い石材 を利用 してお り、器

形を整える際に予定外の最↓離が生 じ、失敗品として廃棄されたものと考えられる。

柱状片刃石斧 (S4054・ 4055・ S P4060) S4054は快入柱状片刃石斧である。刃部端は

欠損 している。基部は敲いた痕跡が残ってお り、それにともなって一部景J離 している。基部以

外の面は細かな研磨が施されてお り、丁寧に製作 されている。 S4055は柱状片刃石斧である。

断面形状は隅円の台形を呈 してお り形態か ら快 りを有する可能性が高いが、欠損により確認で

きない。基端部や後主面は最J離が著 しく、後主面には細かな敲打痕を残 している。

扁平片刃石斧 (S P 4061) 太型蛤刃石斧の欠損 した予↓片を利用 したと思われる小型の扁平

片刃石斧で、表面は凹凸があ り、研磨できていない部分が多い。刃部のみ鋭い。

磨製石剣 (S4056) S4056は 中央に鏑を有 し、磨製石剣 と考えられるが、先端部 と基部を

欠損 している。両側面の端部は平坦に研磨 されてお り、基部にちかい部分であると推測 される。

中央部に細かな円形の くぼみを有する。

(3)石製 品

石製紡錘車 (S4057～ 4060) S4057～ 4060は 石製紡錘車である。 S4059。 40601ま完形で

ある。これ らは石庖丁か らの転用品の可能性があるが、特に S4057・ 4058は 厚みや表面の状

態、研磨痕か らその可能性が高い。いずれも孔は両面穿孔である。また、 S4057・ 40601よ片

面に未穿孔痕がある。周縁部は研磨 され、平坦面を有する。 S4060の上縁には直線の細い擦

切溝状の痕跡がみられ、分割のための溝の可能性がある。

石製円板 (S4061) S4061は 円板状に加工されたもので、石製紡錘車の未成品と思われる。

周縁の一部には刃部を有 している部分があ り、また、剤落部分があることから欠損 した石庖丁

の転用品と考えられる。石質は良 くない。

用途不明石製品 (S4062～ 4066・ S P 4062～ 4065) S4062は棒状の石製品で、縦方向に

半分に割れたものを使用 している。このため割れ面の部分は平坦面を有 している。この面の中

央部には、横方向の刻 目風の擦痕がつけられている。また、他の面にも使用によるやや太めの

U字状の溝が残っている。全体的に横位方向の細かい擦痕がみ られるが、その用途は不明であ

る。両端は敲打によって潰れているが、側面部中央の一部にも敲打痕がみ られる。

S4063・ 4064は片面が景J離 してお り、本来の形態の推定は困難である。 S4063の 表面はほ

ぼ平坦な面になっている。端部が L字状に研磨されていることから、形状的には磨製石剣の茎

部の可能性 も考えられる。 しかし、鏑 もなく平坦であることか らその他の製品も視野にいれる

必要がある。 S40641ま やや偏った位置に円孔をもつもので、孔はほぼ垂直にあけられている。

―-919-―
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遺物番号 器種
査
数

詞
次 追構名 層留 土色

法量 (cm) 重量

(g)
石種 備考

共伴時期
(大和様式)最大長 最大幅 最大厚

98次 SK-123 舅 3層 泥 管 ホ ル ンフェル ス D I-3-b

S4055 柱状片刃石斧 98次 SD-101C 第9(下)層 118.9 砂質ホルンフェルス 後主面に
敲打痕

Ⅲ-2

SP4060 小形方柱状
片刃石斧

98次 排土 暗褐色砂質土 (9.6) 安山岩 C 弥生～中世

SP4061 痛 平 片 刃 石 静 98次 「BH褐負砂管上 玄 武 岩 管 片岩 A

S4056 磨製石剣 98ツR SD-58 第1層 08 (158) 泥質ホルンフェルス B 鉄剣形
未穿孔痕有

中世



第V章 中央区の調査

S4065は 円板状の石製品で、復元すれば中心 よりややずれた位置に孔の一部が残っている。

本製品は薄 く仕上げられてお り、周縁は両面から研磨 され鋭利な刃部状を呈す。石製紡錘車の

可能性 もあるが、刃部状を呈することや厚み、孔の位置か ら他の用途を推定するほうが良い。

S4066は流紋岩製で刃部の形状から石庖丁あるいは未成品の再加工品の可能性が高い。石

庖丁の右側端部が折損後、三角形状に再加工したものと思われる。片面のみであるが未貫通の

孔がある。刃部は剥離と擦痕による潰れがみられるが、どの段階によるものか判断できない。

石鋸 (S P 4066～ 4071・ 4075) いずれも横長に薄く割れた紅簾片岩等の予J片 をそのまま利

用したもので、形態を整えるための調整はおこなっていない。このため、欠損したものかどう

かの判断ができるものは少ない。これらは横長の一辺を刃部に使用しており、この部分のみ磨

耗している。 S P 4069の 石鋸は、端部・刃部の一部を欠いているが、長方形を呈するもので

使用により刃部中央部が磨 り減っている。 S P 4068。 4071は 、刃部の厚みが0.5cmほ どでやや

厚みがあり丸 くなっているのに対し、それ以外は0.3cmほ どの薄手で刃部もやや鋭い。

石鋸素材 (S P 4072～ 4074・ 4076～ 4080) いずれも横長に薄く害Jれた紅簾片岩等の予よ片

である。石鋸として使用は認められないもので、素材あるいは石鋸として利用できない景J片 の

可能性がある。

砥石  (S4067-4075)   S4067-4069・ 4071 ・40721よ I類、 S4070。 4073-4075は Ⅱ類 に

分類される。Ⅲ類に属する資料はない。またI・ Ⅱ類のうち、S4068は Aa、 S40691よ Ab、 S

4067・ 40701ま Acに 、 S4071'4072'4075は Ba、  S40731まBcに 分類 される。 S40741ま いてだつ

な形状をしているが、礫の旧形 もとどめていないので、定形砥石の中でも特殊なものととらえ

ておきたい。以下、資料を個別に検討 してい く。

S4067は 各面に使用痕 Gがあるほか、 c面 には使用痕A2も ある。 S4068は 、 aob面 は中

央部の使用により、 a面は上下部に、 b面 は中央部に段状に境界が形成される。各面に使用痕

遺物番号 器種
査

数
調
次 遺構名 層位/上色

法量 (cm)

最大長 1最大幅 1最大厚
垂
９

石 種 備考
共伴時期
(大和様式)

S4057 石 裂漸霊 耳 98次 SD-53 第 1層 建L4.8 孔径 0。電 (12.4) 玄武岩質凝灰岩質片岩 B 未 雰 7し涙 有 中世

S4058 石製紡錘車 98次 SD-102 第1層 雀巴4.2 孔径0.C
玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩C

使用による
磨耗著しい

Ⅲ-4

石製紡錘車 98次 排土 黒色砂 資土 ?L3.7 孔径 0,電 滑石 石厄 丁覇 用

石製紡鍾車 98次 SD-102 第2層 雀巴3.6 孔径0.C
玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩A 肛-2

S4061 石製円板 98次 SD-3005 第 1層 (17.9) 柘 栂石 片岩 B 近 世

SP4062 用途不 明石 製 品 98次 SK-116 第 1層 (3.6〕 147.0 玄 武岩 質片岩 C Ⅲ-2

S4062 用途不明石製品 98次
暗褐色砂質土

2.2 (43.0) 泥質点紋片岩B 弥生 ～ 中世

SD-65B 第 1層 中世

SP4063 用途不明石製品 98次 SD-101B 第4層 玄武岩質凝灰岩質片岩A Ⅲ-4・ Ⅳ

S4063 用追不 明石 裂 品 98次 排 土 黒色砂 質土 玄武岩質凝灰岩質片岩A

SP4064 用途不明石製品 98次 SK-103 第1層 玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩A 石庖丁転用 V-1

SP4065 用途不 明石 製 品 98次 排 土 暗掲 色砂 質土 泥 質 ホル ンフェアレスA 伯 厄 J

S4064 用途不明石製品 98次 SX-201 第1層 (2.3)
玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩C エー1-b

S4065 用途不明石製品 98次 SD-101C 第13層 径※5.0
玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩A Ⅲ-1

用途不明石製品 98次 暗反色粘土 (炭混) (55.9) 流紋岩F 石庖丁転用
未穿孔痕

弥生中期

―-922-―
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第V章 中央区の調査

Gがあるほか、 c面には使用痕E2Lも ある。 S40691よ 各面に使用痕 G、 f面には使用痕A2も

ある。

S4070は a・ c面 に使用痕E2Lがある。全体的に黒化しており、被熱の可能性がある。

S4071は a・ b面の使用痕 Gのみである。 S4072の a面には使用痕C2vが数条並ぶ。 b・ c

面は使用痕 Gのみであるが、 b面は研ぎ減りが顕著である。

S4073の a面は使用痕 Gの みであるが、部分的に敲打痕がある。 b面は使用痕E2u(4条 )

とAlも ある。 c・ f面 には中央部に段違いとなるような使用痕 Fがある。特に f面 の段は手

の反復運動による形成が想定される。さらにこれに接するように径0.8cmと 0,7cmの 円孔状のく

ばみが2ヶ 所ある。前者は孔底部の縁が中央部よりもわずかに深 く、底部の縁に沿って溝がめ

ぐるような状態となっている。深さは0,3cm程度である。後者は前者の後に使用された、ある

いは前者よりも低い頻度で使用されたとみられ、前者よりも浅く、底部縁部の溝も不明瞭であ

る。いずれも孔壁面に回転擦痕がみられる。 e面は部分的に破損 しているが、中央に使用痕

E2Lが連続的に形成され、わずかながら階段状の凹凸をなしている。 d面のうち半分は破面で

あるが、残 りは一定方向の使用痕Gがみられる。 S40741よ a面に使用痕E2uが ある。 b・ f面

の境界付近には、円孔状のくぼみがある。孔の底部は中央が盛 り上がるような形状となり、底

部の縁に沿って溝がめぐるようになっている点では S4073と 共通する。孔壁面には回転擦痕

がみられ、同心円状にわずかな擦痕が残る。また、これを中心に、円錐状に周囲が落ち込むよ

うな形状となっている。 c面 はやや突出した曲面となり、不定方向の使用痕 Gに よって一つの

面が形成される。 S40751ま a面 に使用痕E2Lと 、これに直交するElvが ある。 d面 は使用痕

E2uが ある。 boc面 は使用痕 G、 Hのみである。

(4)礫石器

敲石 (S4076～4079) S4076に は肌理の細かい硬質の石材が用いられている。棒状を呈す

る敲石で、 c～ f面 に使用痕がある。 e面はⅢ類の発達が著しい。 c面の中央部には使用痕Ⅱ

遺物番号 器 種
査

数

調
次 遺構名 層位 土色

法量 (cm) 穀
⑪

石 種 備考
共伴時期
(大和様式)最大長 最大幅 最大厚

SP4066 石鋸 oa々 SD-57 第1層 紅簾石片岩A 中世

SP4067 石 鋸 98次 SX-101 第1層 (7.0) 両雲母片岩 庄内

SP4068 石鋸 98次 SK-104 第1層 (2.7) (17.8) 紅簾石片岩D エー2

石鋸 98次 暗褐色砂質土 (31.9) 紅簾石片岩D 弥生～中世
SP4070 石 鋸 98次 SX-51 第2層 (8.0) (255) 紅簾石片岩A 中世

SP4071 石鋸 98次 暗掲 色砂 質土 (2.6) (161) 紅簾石片岩A 弥生～中世
SP4072 石錦素材 98次 SK-119 黒灰色粘土 18.0 石英質片岩 Ⅲ-1

SP4073 石鋸素材 98次 SD-102 第1層 石央質片岩 Ⅲ-4

SP4074 石鋸素材 98次 暗黄掲色粘質土 (2.9) 紅簾石片岩B V

SP4075 石鋸 98次 SD-54 第1層 (3.7) 紅簾石片岩A 中世

SP4076 石鋸素材 98次 SX-51 第1層 (30) 紅簾石 片岩 A 中世

SP4077 石鋸素材 98次 SD-2001 第1層 (38) (42.7) 紅簾石片岩A 中世

SP4078 石鋸素材 98次 SD-101B 第4層 37.4 紅簾石片岩D Ⅲ-4・ V
SP4079 石銘素材 98次 SD-101 第1層 紅簾石片岩A V

SP4080 石鋸素材 98必R 黒色砂質土 (3.6) (168) 紅簾石片岩A 弥生中・後期
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S4070

S4072

遺物番号 器種
査

数
調
次 遺構名 層位 土色

勇農曽曽(cm) 襲
９

石 種 砥石目 備考
共伴時期
(大和様式)最 大長 最 大幅 最 大厚

S4067 TH5 98次 灰色粘土 20.3 泥質ホルンフェルスA 2000+ 弥生中期

S4068 砥石 98次 SD-63A 第1層 細粒砂岩 C 600 中世

S4069 師 98次 暗褐色砂質土 (68.6) 安山岩 C 顔料付着か 弥生～中世

S4070 聴 98次 SD-101 第1層 214.9 中粒砂岩 B 一部被熟か V

師 98次 SD-101 第1層 (6.1) 細粒砂岩 D 800 V

S4072 砥 石 98次 SD-101 第1層 (5,7) (4.7) 20 (32.5) 細粒砂岩 D 1000 V

S4073 砥石 98次 SK-201 第6層 107.6 流紋岩質凝灰岩 D 360 エー2

S4074 廟 98ツヽ 暗黄褐色砂質土 (9.9) (103.5) 安山岩 C 2000 弥 生 ～ 甲世

S4075 砥 石 98必k SD-101C 第13-b層 (9.0) (313.7) 細粒花闘岩 A 60- Ⅲ-1
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第V章 中央区の調査

第544図 中央区出土礫石器 (2)

類 を主体に Ia類 や Ib類が伴ってお り、顕著な使用が認められる。 S4077は 太型蛤刃石斧の

転用品である。 e面の敲打痕や景↓離痕には、 Ia類、 Ib類 、 Ⅱ類、Ⅲ類があ り、著 しい。 Ⅲ

類 とした剰離痕はすべて e面から生 じている。 f面の石斧の刃部部分にも使用痕 と思われる痕

跡が残 されているが、いずれの段階の痕跡かは判然 としない。 S40781こ は肌理の粗い石材が

利用 されてお り、 もろい。使用痕はすべて Ia類 にあた り、 e面の中央部 と c面の先端部に多

く、わずかに a・ e面の中央部にも残されている。景J落 によって明瞭な使用痕は残 りにくい。

S4079に は肌理の細かい硬質の石材が利用 されている。使用痕は a・ f面の中央部に Ia類が

みられる。使用痕の発達はそれほど強 くないが、 a面の中央部では密集部を形成 してお り、 f

面の中央部は使用痕によってやや面を形成 しているようである。

台石 (S4080) S40801よ 、今回報告するなかで最 も大形の台石である。肌理の粗い、やや

軟質の石材が用いられている。使用痕は a面の中央部のみに限られ、明確なVb類が確認でき

る。使用痕 Vb類 は 2つ の溝状の痕跡が交差 し、最 も深い箇所では 5 clllに まで達する。

註

(1)栗 田薫「打製石剣の製作技術」『弥生文化博物館研究報告』第4集 pp.31-54、 1995年 。

(2)同様の特徴をみせる石材を利用した中形尖頭器が、S4005と 同じ地点 。層位から1点出土している。

木葉形を呈し、Ⅱ類に分類されるものである。

遺物番号 器種
査
数

調
次 遺構名 層位 土色

法量 (cm) 垂
働

石種 備考
共伴時期
(大和様式)最大長 最大幅 最大厚

S4076 説石 98次 SX-2051 第2層 296.7 玄武岩質凝灰岩質
点紋片岩 A 中世

S4077 融 石 98次 SK-119 第 6層 309.7 安 山岩 B 大型蛤刃石斧転用 Ⅲ-1

S4078 改 石 98次 暗褐色砂質土 5.5 流紋岩質溶結凝灰岩 A 弥 生 ～ 中世

S4079 融 石 98次 SD-101C 第9(下)層 流紋岩 質凝灰岩 E Ⅲ-2

S4080 台 石 98次 SK-201 第 3層 (23.6〕 1.915.2) 泥質 ホル ンフェルス E Ⅱ-2
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第 4節 まとめ

1.地形

中央区では調査数も少なく、設定された調査区も狭小であることから、地形に関して多 くの

ことを語るのは難しい。第50・ 53次調査が、遺跡の中央部に総延長200mの南北 トレンチを開

けた結果となり、その成果が中央区は弥生時代前期にはくぼ地であるという印象を与えてき

た。確かに、第98次調査でも調査区の両端で弥生時代中期以前の落ち込みを確認し、周囲の

地形は安定しないことが予想された。しかし、同調査区中央やや北寄 りでは、唐古・鍵遺跡に

おいて微高地の特徴 とされる黄灰色粘土を検出している。同様に第53次調査区で、弥生時代

前期の落ち込みに挟まれた幅20mほ どの狭い微高地を検出している。このことは、遺跡の中

央部全体が くぼむというわけではないことを示 していよう。一方、第72'76次調査では、調

査区の中央やや北寄 りで溝の集中する幅10mほ どの落ち込みを確認している。おそらく、遺

跡の中央部は、いくつかの谷地形と微高地が入 り込むものと考えられる。微高地周辺では、弥

生時代遺構を検出し、居住の痕跡を確認することができる。谷地形は、弥生時代前期以降に埋

没を始め、洪水等の影響により弥生時代中期後葉にはほぼ埋没する。

2.遺 構 変遷

(1)弥生時代前期～中期前葉 (第545図 )

第98次調査区で確認した弥生時代前期の遺構は、 SD-101の底面において検出した大和第

I-2様式の土器が出土するSD-201の みに過ぎない。他にも遺構の分布することは排水溝

からうかがえるが、下層遺構は調査しておらず不明である。しかし、第50・ 53次調査区では、

幅50mを 超える落ち込みを2条検出しており、あまり安定した土地とはいえなかったようであ

る。第53次調査区では、弥生時代前期の木器貯蔵穴 l基 と小土坑 1基 とともに、北側落ち込み

において倒置された完形の前期弥生壷と周囲に大型壷片と焼土、その付近から小型壺が出土し

ている。なお、落ち込みや他時期の遺構から、浮線文土器が出土しており注目される。

弥生時代中期前葉には、第98次調査区で大型土坑が多数掘 り込まれており、これらは木器貯

蔵穴と考えられる。このうち、調査区南西隅で検出したSK-201で は、上層から多数の大和

第Ⅱ-2様式の上器とともに木製品が出土したが、その下層からは玉製作に使用されたと考え

られる砥石 (S4073)が出上しており特筆される。この点に関連して、第98次調査区からは、

他にも玉製作に使用されたと考えられる砥石が 2点 (S4074・ 4075)出土している。このうち、

S4075は SD-101Cか らの出上であり、弥生時代中期中葉前半に遡る。また、紅簾片岩の石

鋸及びその素材は、第98次調査区からは18点 出土しており、1だあたり0.07点 の出土数となる。
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第89表 中央区 範囲 (内容)確認調査の遺構・遺物変遷表

これは、南地区の 1∬あたり0.02点 、西地区の 1ゴあたり0.03点 を凌駕する紅簾片岩の石鋸及

びその素材の出土数といえる。さらに、西地区でも紅熊片岩の石鋸及びその素材の出土は、

中央区にちかい第80。 93次調査区に偏っている。中央区周辺において、弥生時代中期前葉～

中期中葉前半の玉生産を想定する必要がある。

時期 土器様式
調査
次数

番号 木製品 石 器 特殊遺物

前期 I 98次
SK

SD 201 201〔弓(W4003)〕

エー1 98次

SK

SD

SX 201〔用途不明品 (W4009・
4011)1

201〔スクレイパー(s4036)、 用
途不明石製品 (S4064)〕

201〔搬入土器(P5511(伊 勢湾
岸))〕

中期前葉 エー2。 3 98次
SK

114。 123・ 201。 203・ 204・

208・ 210
201〔膝柄斧柄 (W4001)、 盾
(W4004)、 高杯 (W4005)、 用
途不明品(W4010)、 不明建録
tt(VVP4001)〕
203〔 4全 (W4007)〕

123障潮ぷSP4026)、 柱状片
刃石斧(S4054)〕 /201〔石剣
(SP4021)、 スクレイパー(S
4041)、砥石 (S4073)、 台石 (S
4080)〕 //208〔石剣 (SP4012)'
210〔悧    (SP4022)〕

201〔加工痕のある角(BP
5018)〕

210〔物入土器(不明)(P5303)
搬入上器(P5430(河 内))、

用途不明品(BP5014)〕

SD 202 202〔土製紡鍾車 (D5083)〕

中期中葉 Ⅲ 98次

SK

101・ 104・ 105。 111・ 115・

116・ 1呵 9'122・ 125・ 129・

131。 132・ 133・ 134・ 135。

136。 137・ 205。 3101・

3102

119。 125〔イI子 (W4006)〕 104〔 T部羨(S4009)、 T罰弱(SP
4068)〕 /105〔スクレイパー(S
4032)〕 /416〔用途不明石製爆
(SP4062)〕 /119〔大形石庖丁
(SP4059)、 石鋸素材(SP
4072)、 納    (S4077)〕

125〔石庖丁 (S4047)〕

137〔石剣(SP4003)〕

101〔絵画土器(P5033)、 搬入
土器(P5417(播磨?))、 土製
投弾(D5026・ 5028)、 用途不明
土製品(D5068)〕
125〔搬入土器(P5503(伊 勢湾
岸))〕

SD

101B。 101C。 102・ 103・

104
101B〔石剣(SP4019)、 用途不
明石製品(SP4063)、 石疱丁
(S4046)、 7ユ鋸ヨ豪1財 (SP
4078)〕 ′/101C〔石剣 (S4001・

SP4006。 4007)、磯   (SP

4048)、用途不明石製品(S
4065)、願   (S4075)、 舶   (S

4079)〕 /102〔石剣(SP
4003)、 冤耳ヨ資(S4011・ 4017。 SP
4023。 4028・ 4033)、甜  (SP
4052。 4055)、 柱状片刃石斧(S
4055)、石製紡錘車(S4058・
4060)、石鋸素材 (SP4073)〕
104〔石剣(SP4013)、 中形
尖頭器 (S4007)、 スクレイパー
(S4034)〕

101C〔土器文様(P5408(木葉
文))、 多孔土器(鉢)(P5240)、

搬入土器(P5577(?))、 有孔
土玉(D5033)、 卜骨(B5024)〕
101B〔搬入土器(P5420(摂
津?)・ 5447(近江)・5450(近
江)・ 5462(近江)。 5567(伊勢湾
岸))〕

102〔搬入土器(P5501(伊勢漣
岸))〕

SB

中期後葉 V 98次
SK

103・ 107。 108。113。 117・

124・ 128・ 139
128〔不明建築材 (W4008)〕 103〔石錐(SP4041)、用途不

明石製品(SP4064)、石庖丁
(SP4056)、 大形石庖丁(S
4051)〕

113〔スクレイパー(S4039)〕
139〔 中形尖頭器 (S4008)〕

103〔搬入土器(P5437(紀
伊))〕

103〔土器片紡錘車(D5088)〕
128〔結合形土器(P5211)〕

SD

後期初頭 V 98次

SK

SD

101に石剣 (S4002)、 T講族(SP
4030)、石錐 (S4024)、 石小刀
(S4023)、 大形石庖丁(SP
4058)、狂議居素おオ(SP4079)、

T15 (S4070。 4071'4072)〕

101〔嗣 土君悟(P5005・ 5012・

5015。 5050)、 搬入土器 (P5405
(吉備?)・ 5443(吉備)・ 5438
(紀伊)・5463(近江)・ 5474(近
江)・ 5475(近江))、 土器片紡
題車未成品 (D5130)〕

後期 Ⅵ 98次
SK

SD

98次

SK
106〔 搬入土器 (P5565(伊勢湾
岸))〕

SD

SX

101〔石剣 (S4003)、融   (SP

4032)、石庖丁 (S4042)、 石庖
丁未成品 (S4053)、 石鋸 (SP
4nA7｀ 1

101〔有7し土玉(D5035)、 土器
片円板 (D5149)〕
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(2)弥生時代中期中葉 (第545図 )

第98次調査区では北側への地形の落ち込み際で、弥生時代中期中葉にSD-101Cが掘削さ

れる。 SD-101Cか ら南側では、弥生時代中期中葉～古墳時代初頭の遺構検出面で、弥生時

代中期中葉と考えられる多 くの炭灰土坑を検出している。一方、 SD-101Cか ら北側は、弥

生時代中期中葉前半の木器貯蔵穴と考えられる大型遺構の堆積土上に暗褐色砂質上が堆積 し、

その上面が弥生時代中期中葉後半の遺構検出面となる。おそらく、 SD-101Cか ら北側への

居住域の拡が りは、弥生時代中期中葉後半以降であろう。

なお、第53次調査区では、その中央部において径0.lmほ どの杭が北北東一南南西へ列状に

打ち込まれている。調査担当者は、完形石庖丁の出土量の多さと合わせて、水田の可能性を想

定している。一方、同調査区の南端では、落ち込みに挟まれた狭小な微高地があり、弥生時代

中期の遺構分布から居住域であったと考えられる。唐古・鍵遺跡の中央区において生産域と居

住域が混在しうるのか、その整合性を検討する必要がある。

(3)弥生時代中期後葉～後期初頭 (第 545図 )

第98次調査区のSD-101Cは 、弥生時代中期中葉後半の再掘削 (SD-101B)を 経て弥生

時代中期後葉まで継続し、弥生時代後期初頭には再び再掘削 (SD-101)を 受ける。注目す

べきは、 SD-101(B)に おける搬入土器の多さである。弥生時代中期後葉のSD-101Bに

は近江系が多 く、弥生時代後期初頭のSD-101に は吉備系を含むという傾向がある。第98次

調査区では弥生時代中期後葉以前にも搬入土器が目立ち、弥生時代中期前葉のSK-210か ら

は胴部に縦位 ミガキを施した河内型奏 (P5430)、 弥生時代中期中葉前半のSK-125か らは伊

勢湾沿岸と考えられる大頸壷 (P5503)、 弥生時代中期中葉後半のSK-101か らは口縁部内面

に凸帯をめぐらせた播磨系の壷 (P5417)が 出土した。このような搬入土器が多い地点は、南

地区の第44次調査区を指摘しうるが、これを特殊性として強調できるのかは検討を要する。

なお、第53次調査区では、調査区南端の弥生時代中期居住域の遺物包含層から半載された

碧玉製管玉が、中央の落ち込みから弥生時代後期の土器とともに翡翠製大型勾玉が出上した。

同様な翡翠製大型勾玉としては、近接する第80次調査区SD-101Bか ら出上した鳴石容器に

収められた2点がある。これら特殊な遺物については、周辺遺構との関連を検討する必要があ

ろう。その他、第50次調査区では、弥生時代中期後葉の上器棺墓 3基 を検出した。

(4)弥生時代後期前葉～古墳時代初頭 (第 545図 )

中央区における弥生時代後期前葉～後期後葉の遺構 としては、第50次調査区で井戸と考え

られる土坑、土器を多量に含んだ小溝を検出している。しかし、これら以外の遺構はあまり顕

著ではない。なお、第53次調査区で谷地形の痕跡とされ、多量の土器と翡翠製大型勾玉が出

土した落ち込みは溝となる可能性もあるが、確定はできない。

古墳時代初頭の遺構は、第98次調査区で井戸と考えられる庄内期のSK-106を 検出した。

また、 SX-lolは 庄内式の上器を含んだ浅い落ち込みであるが、その堆積上が周溝墓や古墳

の周溝の堆積土に類似しており検討が必要である。

―-932-―
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唐古・鍵

遺跡
環濠集落 弥生

南地区 :土坑・溝 (環

濠・区画溝)・ 井戸・堅

穴住居跡・掘立柱建物

跡・炉跡・方形周溝墓・

土器棺墓

東環濠 :土坑・環濠

西地区 :土坑 。溝 (環

濠・区画溝)・ 井戸・堅

穴住居跡・掘立柱建物跡

中央区 :土坑・溝 (区画

溝)・ 堅穴住居跡

弥生土器・木製品・石器・

土製品・石製玉・ガラス

製玉・金属器・骨製品・

卜骨 。絵画土器 。青銅器

鋳造関連遺物など

南 。東・西地区において

環濠を確認。

南地区 :青銅器鋳造関連

遺物及び炉跡 を検出。居

住区内で方形周溝墓・土

器棺墓を検出。

西地区 :大型建物跡 。堅

穴住居跡群 を検出。区画

溝か ら翡翠製勾玉 2点 を

収めた鳴石容器出土。

中央区 :居住区内部の状

況を確認。
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